
は

じ

め

に

文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
年
）
七
月
二
日
の
地
震
を
記
し
た
文
書
が
あ
る
。﹇

あ
や
﹈

（
前
略
）
縁
サ
キ
ノ
ヒ
サ
シ
、
俄
ニ
ブ
ル
ブ
ル
ト
ア
オ
リ
出
シ
候
故
、
甚
恠
シ
ク
存
、
地
震

ト
モ
心
得
ラ
レ
ズ
、
其
ヒ
サ
シ
ヲ
見
居
候
處
、
少
シ
タ
ル
ミ
静
リ
候
ト
覚
シ
ガ
、
又
候
大
ニ
フ

ル
ヒ
来
リ
、
常
ノ
地
震
ノ
ユ
サ
�
�
ト
横
ニ
ユ
リ
候
ト
ハ
違
ヒ
、
ハ
ゲ
シ
サ
言
フ
許
ナ
ク
、
矢

庭
ニ
壁
落
チ
、
鴨
居
飛
ビ
抔
イ
タ
シ
候
故
、
外
面
ヘ
走
リ
出
候
ト
コ
ロ
、
大
地
ノ
脈
ウ
ツ
コ

ト
、
鞍
ノ
荒
キ
馬
ニ
乗
リ
候
様
ニ
テ
、
上
下
二
尺
程
ノ
ア
ヲ
リ
ト
覚
ヘ
申
候
、
且
又
イ
ヅ
ク
ト

モ
相
分
不
申
、
オ
ビ
タ
ゞ
シ
キ
響
イ
タ
シ
候
（
後
略
）

こ
の
筆
者
が
外
に
出
て
目
撃
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。

（
前
略
）
石
垣
家
作
等
ノ
損
ジ
大
方
ナ
ラ
ズ
、
就
中
、
私
目
前
ニ
見
候
者
、
五
間
ニ
卅
間
一

棟
ノ
長
屋
ヲ
、
ユ
リ
出
ス
ヤ
否
屋
ノ
ム
ネ
ヒ
タ
ト
地
ニ
着
キ
候
、
皆
々
窓
、
或
ハ
水
口
ナ
ド
ヨ

﹇
に
げ
﹈

リ
迯
テ
出
候
ヘ
共
、
四
五
人
ハ
下
ニ
敷
レ
候
、
乍
去
幸
ニ
サ
シ
タ
ル
怪
我
モ
無
之
候
（
中
略
）

其
夜
ハ
、
御
小
屋
内
ニ
居
ラ
レ
不
申
候
故
、
同
寮
共
皆
々
馬
場
ニ
幕
打
、
ソ
レ
ニ
テ
夜
ヲ
明
シ

申
候
、
市
中
抔
モ
同
様
、
イ
ヅ
レ
モ
街
ニ
菰
ム
シ
ロ
ナ
ド
敷
、
ソ
レ
ニ
テ
明
シ
ク
ラ
シ
候
コ

ト
、
三
日
夜
程
ト
申
候
（
後
略
）
（
山
本
東
四
郎
源
秀
村
「
庚
寅
地
震
記
」
文
部
省
震
災
予
防

評
議
会
『
増
訂

大
日
本
地
震
史
料
』
第
三
巻
、
三
二
八
│
三
二
九
）

「
常
ノ
地
震
」
は
、
ゆ
さ
ゆ
さ
と
横
に
揺
れ
る
が
、
こ
の
度
の
揺
れ
は
そ
れ
と
は
違
う
激
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
壁
は
落
ち
鴨
居
は
飛
び
、
外
に
出
る
と
大
地
が
上
下
に
二
尺
も
揺
れ
て
い
る
と

思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
私�

の
目
の
前
で
、
長
屋
の
建
物
は
一
瞬
に
し
て
地
面
に
着
い
て
し
ま
っ
た

が
、
人
々
は
窓
な
ど
の
開
口
部
か
ら
這
い
出
し
て
無
事
で
あ
っ
た
。
私�

を
含
め
た
多
く
の
人
が
馬

場
や
「
街
」
な
ど
家
の
外
で
夜
を
明
か
し
た
。

大
き
な
地
震
と
は
「
ハ
ゲ
シ
サ
言
フ
許
ナ
ク
」
と
感
じ
る
ほ
ど
地
面
が
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
地
球
科
学
の
説
明
に
よ
る
と
、
地
球
の
表
面
に
あ
る
地
殻
の
う
ち
の
特
定
の
部
分
で
岩
石

が
破
壊
し
て
「
地
震
波
」
が
発
生
す
る
。
そ
れ
が
地
面
に
伝
わ
る
と
「
地
震
動
」
と
呼
ぶ
も
の
に

な
る
。
私
た
ち
は
こ
の
「
地
震
動
」
を
地
震
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
地
震
と
い
う
も
の
は
「
自

然
現
象
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
面
が
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
後
に
地
面
の
上
で
生
じ
る
こ
と
を
分
け
て
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
壁
が
落
ち
鴨
居
が
飛
び
、
長
屋
の
建
物
が
地
に
着
い
て
し
ま
う
の
は
、
そ

う
し
た
建
物
を
つ
く
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
建
物
の
外
に
飛
び
出
し
、
地
面
の
上
で
夜
を
明

か
す
。
大
き
な
地
震
の
後
に
生
じ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
地
面
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
か

に
よ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
地
震
は
「
社
会
」
現
象
で
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
地
面
の
使
い
方
と
い
う
観
点
か
ら
地
震
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
自
然
」
と

「
社
会
」
の
接
点
と
し
て
の
地
震
で
あ
る
。

地
面
が
揺
れ
る

│
│
地
震
の
社
会
学
（
三
）
│
│

原

田

隆

司

（１）



一
、
石
と
木
│
地
面
に
置
い
て
き
た
も
の

昔
か
ら
地
面
の
上
に
置
か
れ
て
き
た
も
の
は
、
身
近
に
あ
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
石

と
木
が
そ
の
代
表
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
一
│
一
）
石
を
積
む

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
の
文
化
と
の
対
比
で
、
日
本
は
木
の
文
化
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
で
も
石
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

日
本
文
化
を
盛
り
立
て
て
き
た
底
辺
の
力
、
そ
の
頑
丈
な
支
え
と
な
っ
て
き
た
も
の
は
築
石

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
た
と
え
狭
小
な
国
土
と
は
い
え
、
住
民
の
生
活
帯
を
こ
れ
ほ
ど
丹
念
に

よ
ろ

ふ
ち

石
で
鎧
い
、
石
で
縁
ど
っ
て
き
た
国
は
世
界
で
類
が
な
い
。
都
市
に
せ
よ
近
郊
村
落
に
せ
よ
、

目
通
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
石
垣
の
の
ぞ
い
て
い
な
い
地
域
と
い
う
の
は
ま
れ
で
あ
る
。

（
田
淵
実
夫
『
石
垣
』
三
）

田
淵
は
、
そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

日
本
と
い
う
国
は
身
幅
が
狭
い
う
え
に
小
皺
が
多
く
、
傾
斜
面
と
小
谿
谷
と
に
満
ち
て
い

て
、
お
ま
け
に
ぐ
る
り
は
海
で
あ
る
。
そ
の
傾
斜
面
と
谷
底
と
海
べ
り
を
頼
り
に
暮
ら
し
を
立

て
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
石
を
つ
ら
ね
て
手
に
も
盾
に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
こ
と
を
今
は
多
く
の
者
が
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
同
上
書
、
八
）

昔
か
ら
石
で
鎧
い
、
縁
ど
ら
れ
た
国
に
は
、
石
を
用
い
た
遺
跡
が
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
。

せ
き
し
つ

さ
い
め
い

石
垣
の
前
身
と
な
る
石
積
み
は
、
古
く
は
古
墳
時
代
の
石
室
や
、
ま
た
奈
良
時
代
の
斉
明
天

や
ま
し
ろ

げ
ん
こ
う

皇
の
宮
殿
の
石
積
み
、
朝
鮮
式
山
城
、
鎌
倉
時
代
の
元
寇
の
防
塁
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
多
く
は
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。（
木
戸
雅
寿
『
よ
み
が
え
る
安

土
城
』
一
三
一
）

石
積
み
が
一
般
に
広
ま
っ
て
い
く
の
は
室
町
時
代
で
あ
る
。
井
戸
や
路
肩
、
畑
や
町
の
な
か
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
棚
田
が
あ
る
。
紀
伊
半
島
の
海
岸
か
ら
一
〇
キ
ロ
、
熊
野
川
の
支
流
が
流

れ
熊
野
古
道
が
と
お
る
三
重
県
熊
野
市
紀
和
町
の
丸
山
地
区
に
は
、
明
治
時
代
に
は
二
四
〇
〇
枚

以
上
の
棚
田
が
あ
っ
た
。
畦
の
石
垣
は
総
延
長
七
、
八
〇
キ
ロ
も
あ
る
。
耕
地
は
海
抜
三
七
〇
メ

ー
ト
ル
か
ら
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
の
間
に
あ
り
、
石
垣
は
「
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
積
み
重

の
づ
ら
づ

ね
た
野
面
積
み
と
割
石
積
み
」
で
、
高
さ
は
六
〇
セ
ン
チ
か
ら
九
〇
セ
ン
チ
と
跨
い
で
上
が
れ
る

ほ
ど
で
あ
る
。「
屋
敷
ま
わ
り
で
は
隙
間
な
く
大
小
の
石
が
組
ま
れ
、
畑
や
棚
田
の
石
組
み
は
粗

い
が
力
強
い
」。
文
献
で
も
中
世
の
初
め
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
丸
山
地
区
で
あ
る
が
、
慶
長

年
間
（
一
五
九
六
年
│
一
六
一
四
年
）
に
は
下
の
ほ
う
の
棚
田
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
あ

た
り
は
土
の
畦
で
、
上
る
に
つ
れ
て
、
勾
配
が
き
つ
く
な
る
場
所
で
は
畦
の
下
半
分
が
石
垣
に
な

り
、
勾
配
が
一
番
き
つ
い
上
の
田
で
は
畦
が
高
く
な
り
、
す
べ
て
石
垣
に
な
っ
て
い
る
（
田
村
善

治
郎
ほ
か
『
棚
田
の
謎
│
千
枚
田
は
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
』
六
〇
│
七
三
）。

た
に
つ
み

石
積
み
の
な
か
で
も
堅
固
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
谷
積
」
で
あ
る
。
本
来
「
谷
落
し
積
」
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
丸
石
を
用
い
る
場
合
は
、
常
に
五
分
か
ら
一
割
く
ら
い
に
奥
を
傾
け
て
、
先
に

置
か
れ
た
石
と
石
が
作
っ
て
い
る
谷
に
、
大
き
さ
や
形
の
異
な
る
石
を
「
玄
翁
を
以
て
十
分
締
め

な
が
ら
」
積
ん
で
い
く
方
法
で
あ
る
。
堤
防
に
用
い
れ
ば
、「
一
部
が
崩
れ
て
も
全
般
に
波
及
し

な
い
特
徴
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
石
を
「
左
右
、
上
下
」
に
「
波
状
形
に
積
み
上
げ
る
」
の
で
石
垣

全
体
が
「
綾
を
か
け
た
よ
う
な
結
果
」
に
な
り
、
横
の
目
が
一
直
線
に
は
な
ら
ず
、
積
ん
だ
石
全

体
が
一
枚
岩
の
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、「
石
と
石
と
が
互
に
突
合
、
曳
合
、

吊
合
、
押
合
し
て
競
合
と
な
り
」
増
水
や
減
水
時
に
、
前
後
左
右
の
振
動
に
耐
え
「
容
易
に
崩
壊

し
な
い
ば
か
り
で
な
く
年
を
重
ね
る
に
従
い
ま
す
ま
す
堅
固
の
度
を
増
す
」
の
で
あ
る
（
大
久
保

森
造
ほ
か
『
石
積
の
秘
法
と
そ
の
解
説
│
改
訂
増
補
版
』
三
〇
│
三
九
）。

石
積
み
と
は
本
来
、
石
を
上
に
積
み
上
げ
た
だ
け
の
も
の
か
、
土
と
一
緒
に
埋
め
た
り
積
み
上

げ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
石
垣
は
人
の
背
丈
以
上
の
高
さ
に
石
を
積
め
る
も

の
で
あ
る
。
石
で
平
面
の
壁
を
作
り
な
が
ら
順
に
上
に
角
度
を
つ
け
て
積
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
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か
い
い
し

基
本
的
に
、
石
垣
に
用
い
る
石
は
加
工
さ
れ
る
。
ま
た
、
ず
れ
な
い
よ
う
に
後
ろ
に
櫂
石
と
い
う

う
ら
ご
め

く
り
い
し

石
を
は
さ
ん
だ
り
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
裏
込
と
い
わ
れ
る
栗
石
を
基
盤
の
土
と
間
に

さ
ん
ぎ

い
れ
る
。
石
を
算
木
状
に
組
ん
で
、「
自
由
自
在
な
ラ
イ
ン
と
平
坦
面
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
」（
木
戸
雅
寿
『
よ
み
が
え
る
安
土
城
』
一
三
二
）。

木
戸
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
お
け
る
こ
の
技
術
は
、
寺
院
が
有
し
て
い
た
。
古
代
か
ら
瓦
葺
き
の

大
き
な
建
物
を
支
え
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
が
必
要
で
、
専
属
の
技
術
者
を
抱
え
て

い
た
と
い
う
。

石
垣
は
城
の
土
台
と
し
て
江
戸
時
代
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
前
段
階
で
は
石
材
同
士
の
隙
間
に

ね
り
づ
み

粘
土
を
詰
め
る
練
積
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
練
積
が
、
十
六
世
紀
後
期
に
は
、
粘

か
ら
づ
み

土
を
使
わ
ず
に
石
材
ど
う
し
を
直
接
に
組
み
合
わ
せ
て
積
む
「
空
積
」
と
い
う
手
法
に
発
展
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
い
石
垣
が
現
れ
た
。「
空
積
の
工
法
が
近
世
城
郭
の
石
垣
と
し
て
発
展
し

て
い
っ
た
」
と
い
う
（
三
浦
正
幸
『
城
の
つ
く
り
方
図
典
』
四
五
）。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
年
）

に
織
田
信
長
が
築
い
た
安
土
城
が
本
格
的
な
近
世
城
郭
の
完
成
と
さ
れ
て
い
る
。

仙
台
城
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
か
ら
縄
張
り
が
行
わ
れ
、
二
年
後
に
完
成
し
た
。
明
治

維
新
ま
で
の
約
二
七
〇
年
間
で
、
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
十
二
回
の
地
震
と
数
多
く

の
水
害
に
よ
り
、
石
垣
や
土
塁
、
建
物
な
ど
の
破
損
と
修
復
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
石
垣
に
つ
い

て
み
る
と
、
慶
長
五
│
七
年
（
一
六
〇
〇
年
│
一
六
〇
二
年
）
の
築
城
で
は
、「
旧
地
形
や
中
世

山
城
「
千
代
城
」
の
縄
張
を
利
用
し
て
斜
面
を
切
り
土
し
な
が
ら
」
造
ら
れ
た
が
、
元
和
二
年

（
一
六
一
六
年
）
の
地
震
で
崩
壊
し
た
。
そ
こ
で
「
築
城
期
の
形
状
を
一
新
す
る
修
復
工
事
が
行

わ
れ
」
た
が
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）
の
地
震
で
「
ほ
ぼ
全
面
が
崩
壊
し
た
」。
次
の
石
垣

は
、
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
年
）
以
降
に
完
成
し
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
が
現
存
す
る
石
垣
で

あ
る
と
い
う
（
金
森
安
孝
「
仙
台
城
の
石
垣
│
本
丸
跡
の
石
垣
解
体
に
伴
う
発
掘
調
査
か
ら
│
」

二
九
│
三
七
）。

地
震
や
水
害
を
越
え
て
つ
く
り
直
さ
れ
た
石
垣
は
、
次
第
に
精
緻
に
な
り
、
地
震
に
耐
え
て
、

⑴

四
百
年
以
上
も
経
過
し
た
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
修
復
を
除
け
ば
、
城
郭
の
石
垣
づ
く
り
は
事
実
上
終
焉
す
る
。
そ
れ
と
入
れ

替
わ
る
よ
う
に
し
て
、
江
戸
中
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
石
材
の
需
要
を
支
え
た
の
は
墓
石
で
あ

っ
た
と
い
う
。

石
材
加
工
の
中
心
で
あ
る
石
工
店
持
の
店
の
多
く
が
石
材
集
散
地
の
他
に
、
墓
地
造
塔
や
改

修
が
定
期
的
に
見
込
ま
れ
る
寺
院
群
に
隣
接
し
て
構
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
定

数
が
必
ず
見
込
ま
れ
る
墓
地
や
墓
石
造
塔
の
仕
事
量
は
か
な
り
高
率
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
秋
池
武
『
近
世
の
墓
と
石
材
流
通
』
二
四
八
）

現
在
で
は
日
本
中
に
夥
し
い
数
の
墓
石
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
う
古
く
か
ら

つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
葬
送
儀
礼
が
済
ん
だ
死
体
や
遺
骨
に
対
す
る
無
関
心
」
が
、
古
代
か
ら
院
政
期

（
一
二
世
紀
）
ま
で
一
貫
し
て
い
た
（
佐
藤
弘
夫
『
死
者
の
ゆ
く
え
』
三
二
）。
そ
の
後
「
霊
魂
と

遺
骨
と
が
死
に
よ
っ
て
も
即
座
に
分
離
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
観
念
が
、
人
々
の
間
に
共
有
さ

と
う
ば

そ

れ
る
に
至
っ
た
」（
同
上
書
、
一
一
四
）。
次
第
に
寺
院
や
霊
場
に
遺
骨
を
納
め
た
り
、
塔
婆
や
卒

と

ば

い
た
び

塔
婆
、
板
碑
な
ど
が
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
六
世
紀
に
な
り
、「
死
者
の
名
を
記
し
た
角

柱
の
墓
石
が
登
場
す
る
」（
同
上
書
、
一
七
二
）。
こ
の
背
景
に
は
、
中
世
後
期
に
世
界
観
が
変
化

し
た
こ
と
が
あ
る
。「
彼
岸
の
理
想
世
界
の
実
在
に
対
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
」
が
喪
失
し
、「
現
実
世

界
こ
そ
が
、
な
に
よ
り
も
リ
ア
ル
な
実
体
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
同
上
書
、
一

八
〇
）。死

後
往
生
の
対
象
と
し
て
の
彼
岸
世
界
の
観
念
が
色
あ
せ
始
め
た
い
ま
、
死
者
の
行
く
べ
き

地
は
、
も
は
や
こ
の
世
と
隔
絶
し
た
遠
い
浄
土
で
は
な
か
っ
た
。
人
は
死
し
て
後
も
な
お
、
こ

の
世
の
一
角
に
留
ま
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

そ
の
依
り
代
と
な
っ
た
の
が
、
遺
骨
で
あ
り
そ
の
所
在
を
示
す
石
塔＝

墓
標
だ
っ
た
。
あ
ら

ゆ
る
死
者
の
霊
魂
は
遺
骨
の
眠
る
墓
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
永
久
的
に
そ
こ
に
留
ま

り
続
け
る
の
で
あ
る
。
成
仏
は
遠
い
他
界
へ
の
旅
立
ち
で
は
な
く
、
こ
の
世
で
の
安
ら
か
な
眠

り
だ
っ
た
。
生
者
に
は
死
者
が
で
き
る
だ
け
快
適
に
眠
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
定

期
的
に
死
者
を
訪
れ
、
そ
の
安
穏
を
祈
る
義
務
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
死
者
の
遺
骨
が

安
置
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
で
き
る
標
識
の
存
在
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
の
役
割
を
担

っ
た
の
が
、
個
人
名
を
刻
ん
だ
五
輪
塔
や
墓
標
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
同
上
書
、

一
九
〇
│
一
九
一
）
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奈
良
県
内
の
墓
地
を
調
査
し
た
報
告
が
あ
る
。
一
〇
年
ご
と
に
数
を
比
較
す
る
と
、「
一
六
世

紀
中
葉
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
石
塔
の
造
立
は
全
く
断
絶
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い

る
」。
数
が
多
い
の
は
、
元
禄
か
ら
享
保
年
間
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
前
葉
で
、
特
に
元

禄
末
か
ら
宝
永
年
間
の
一
八
世
紀
初
頭
は
最
高
の
数
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
次
第
に
減
少

し
、
明
治
中
頃
か
ら
大
正
期
、
一
九
世
紀
後
葉
か
ら
二
〇
世
紀
前
葉
に
か
け
て
は
三
分
の
一
ほ
ど

に
な
っ
て
い
る
。「
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ま
た
増
え
始
め
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
第
二
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
今
に
至
っ
て
い
る
」。
こ
の
推
移
は
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
元
禄
・
享
保
期
の
増
加
を
石
塔
造
立
者
層
の
拡
大
と
考
え
る
向
き
が
強
く
、
明

治
・
大
正
期
の
減
少
は
個
人
墓
や
夫
婦
墓
か
ら
家
族
墓
へ
の
転
換
、
昭
和
以
降
の
増
加
は
経
済

的
向
上
と
石
塔
産
業
の
発
展
な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。（
白
石
太
一
郎
ほ
か

「
奈
良
県
天
理
市
中
山
念
仏
寺
墓
地
の
調
査
」
一
〇
〇
│
一
〇
一
）

と
こ
ろ
で
、
地
震
計
が
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
る
ま
で
、
加
速
度
を
測
る
手
段
と
し
て
顛
倒
し

た
り
ず
れ
た
り
し
た
墓
石
が
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。
現
地
に
入
っ
た
地
震
学
者
た
ち
は
、
墓
地

を
探
し
て
訪
れ
「
墓
石
の
寸
法
を
片
っ
端
か
ら
測
っ
て
ま
わ
っ
た
」。
墓
地
に
あ
る
墓
石
の
数
は

相
当
多
い
の
で
、
測
定
結
果
を
統
計
的
に
処
理
す
れ
ば
、
地
震
動
の
最
大
加
速
度
の
お
よ
そ
の
見

当
は
付
け
ら
れ
る
（
大
崎
順
彦
『
地
震
と
建
築
』
六
八
）。
つ
ま
り
、
た
だ
地
面
に
置
か
れ
た
だ

け
の
墓
石
と
い
う
も
の
が
、
地
面
の
揺
れ
具
合
を
測
る
道
具
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

石
灯
籠
を
調
査
し
た
研
究
も
あ
る
。
長
野
市
の
善
光
寺
に
あ
る
石
灯
籠
一
八
二
基
の
う
ち
三
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
六
九
基
が
破
損
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
一
八
四
七
年
の
「
善
光
寺
地
震
」

以
前
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
は
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
破
損
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は
一
三
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
灯
籠
が
「
転
倒
し
や
す
い
」
こ
と
、
転
倒
し
た
際
に
「
破
損
し

易
い
」
部
分
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
先
の
墓
石
と
同
じ
く
「
善
光
寺
地
震
」
以
前
に
建
立
さ
れ

た
も
の
の
壊
れ
方
と
そ
の
方
向
か
ら
、
こ
の
地
震
の
揺
れ
を
推
測
す
る
た
め
の
研
究
で
あ
る
（
赤

羽
貞
幸
ほ
か
「
石
灯
籠
の
破
損
か
ら
見
た
善
光
寺
地
震
（
一
八
四
七
）
の
震
動
」
九
〇
）。
本
稿

の
議
論
と
し
て
は
、
石
灯
籠
が
破
損
し
て
も
長
期
間
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
興
味
深
い
。

最
も
古
い
も
の
は
一
三
九
七
年
の
建
立
で
あ
る
と
い
う
。
耐
久
性
を
意
図
し
て
石
を
用
い
た
も
の

が
、
数
百
年
も
の
間
、
た
と
え
大
き
な
地
震
で
倒
れ
て
破
損
し
て
も
、
建
て
直
し
て
置
か
れ
て
い

⑵

る
の
で
あ
る
。

石
を
積
む
と
い
う
こ
と
は
、
地
面
を
利
用
で
き
る
も
の
に
す
る
手
段
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な

い
。
静
岡
県
に
は
、
次
の
よ
う
な
塚
が
あ
る
と
い
う
。

可
美
村
の
大
塚
は
、
あ
る
年
の
津
波
で
村
の
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
村
の
一
番
高

い
と
こ
ろ
に
犠
牲
者
達
を
葬
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
塚
を
避
難
場
所
に
す
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
人
工
的
に
さ
ら
に
土
を
盛
り
上
げ
、
熊
野
明
神
を
祀
る
と
と
も
に
、
折
り
に
ふ
れ
て
浜
の

石
を
積
み
上
げ
る
習
慣
が
で
き
た
（
静
岡
県
編
『
静
岡
県
史

別
編
二

自
然
災
害
誌
』
六
九

⑶五
）。

石
を
積
む
と
い
う
こ
と
は
、
犠
牲
者
に
思
い
を
致
す
行
為
で
あ
り
、
海
抜
を
少
し
で
も
高
く
す

る
と
い
う
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
石
と
い
う
も
の
が
風
化
せ
ず
に
長
く
そ
の
ま
ま

留
ま
る
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

（
一
│
二
）
木
の
建
物

長
い
間
、
日
本
の
建
物
は
木
造
で
あ
っ
た
。「
木
の
中
で
最
も
用
途
が
幅
広
い
の
は
杉
で
あ
ろ

う
。
杉
は
高
く
成
長
し
、
か
つ
幹
が
直
立
し
て
い
る
の
で
、
柱
材
・
角
材
と
し
て
う
っ
て
つ
け
で

あ
る
」。
長
大
で
太
い
柱
が
必
要
な
大
き
な
建
築
物
で
は
特
に
杉
が
使
わ
れ
た
。
梁
や
棟
木
も
、

く
れ

次
に
述
べ
る
「
榑
」
で
も
同
様
で
あ
っ
た
（
盛
本
昌
広
『
草
と
木
が
語
る
日
本
の
中
世
』
一
三

九
）。榑

と
呼
ば
れ
た
素
材
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
、
長
さ
一
丈
二
尺
（
約
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）、

幅
六
寸
（
約
一
八
セ
ン
チ
）、
厚
さ
四
寸
（
約
一
二
セ
ン
チ
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築
現
場

で
板
材
や
建
築
部
材
に
加
工
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
が
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
素
材
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の

東
大
寺
造
営
や
平
安
京
の
都
城
造
営
な
ど
、
畿
内
で
は
大
量
に
木
材
が
使
用
さ
れ
、
平
安
末
期
に

そ
ま

は
、
畿
内
の
杣
は
荒
廃
が
進
み
、
鎌
倉
時
代
に
東
大
寺
が
再
建
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
木
材
は
、

周
防
（
現
在
の
山
口
県
）
の
杣
を
伐
採
し
た
と
い
う
。
室
町
時
代
に
な
る
と
木
材
は
播
磨
か
ら
安

芸
、
淡
路
か
ら
四
国
の
讃
岐
、
阿
波
、
土
佐
な
ど
か
ら
船
で
運
ば
れ
、
半
分
以
上
は
阿
波
と
土
佐
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か
ら
で
あ
っ
た
（
岡
田
文
男
「
林
業
│
榑
の
生
産
と
流
通
」
三
〇
三
│
三
一
三
）。

木
材
の
加
工
を
み
る
と
、
古
代
か
ら
日
本
で
は
木
目
が
と
お
っ
た
杉
や
檜
に
恵
ま
れ
て
い
て
、

木
の
繊
維
を
切
断
せ
ず
木
目
を
生
か
す
「
打
ち
割
り
法
」
が
、
保
存
の
上
で
も
優
れ
て
い
た
（
今

谷

明
『
日
本
の
歴
史
⑨

日
本
国
王
と
土
民
』
一
九
六
）。
こ
れ
は
「
丸
太
・
柱
材
・
榑
に
く

さ
び
楔
を
打
ち
込
み
、
木
槌
で
叩
い
て
縦
に
割
り
、
手
斧
や
槍
鉋
で
削
っ
て
表
面
を
平
ら
に
し
て

板
に
加
工
」
す
る
方
法
で
あ
る
（
盛
本
昌
広
『
草
と
木
が
語
る
日
本
の
中
世
』
一
三
九
）。
こ
の

お

が

方
法
が
あ
っ
た
た
め
、
日
本
で
は
中
国
な
ど
で
は
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
大
鋸
と
い
う
二
人

の
こ

で
挽
く
縦
引
き
鋸
が
一
四
世
紀
末
に
な
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
濫
伐
に
よ
り
良
材
が
枯
渇
し
て
い
た

頃
で
あ
り
、「
木
目
の
乱
れ
た
松
や
欅
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
大
鋸
の
出
現
は
不
可
避
の

こ
び
き

状
況
」
で
あ
っ
た
。
大
鋸
が
導
入
さ
れ
た
結
果
、
木
挽
と
い
う
職
人
集
団
も
形
成
さ
れ
、
製
材
は

専
業
化
す
る
。
こ
の
木
造
建
築
の
革
命
的
な
変
化
に
よ
り
、
天
井
板
や
縁
側
板
が
張
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
た
と
い
う
。
大
都
市
で
は
「
板
商
売
」
が
起
こ
り
、「
戦
国
期
に
急
速
に
進
ん
だ
城
郭

建
築
や
城
下
町
建
設
は
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
」（
今
谷
明
『
日
本
の
歴

史
⑨

日
本
国
王
と
土
民
』
一
九
五
│
一
九
七
）。

近
世
に
な
っ
て
民
家
は
発
達
す
る
。
そ
の
主
要
な
理
由
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
竪
穴
」
や
「
掘

立
」
と
い
う
基
礎
か
ら
、
柱
を
「
礎
石
」
の
上
に
建
て
て
、
さ
ら
に
土
台
を
用
い
て
、「
数
百
年

の
風
雪
に
耐
え
う
る
住
ま
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
礎
石
の
上
に
立
て
る
柱
の
底

面
は
、「
礎
石
の
凹
凸
に
あ
わ
せ
て
工
作
さ
れ
、
礎
石
に
し
っ
か
り
と
嚙
み
あ
い
、
容
易
に
移
動

し
な
い
工
夫
が
な
さ
れ
た
」。
こ
の
工
法
は
ヒ
カ
リ
ツ
ケ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
柱
が
、
貫
、
大
引
、

し
く
ち

差
物
、
長
押
、
梁
、
桁
な
ど
の
水
平
材
と
仕
口
と
呼
ば
れ
る
接
合
方
法
に
よ
っ
て
「
緊
結
」
さ
れ

る
こ
と
で
「
地
震
や
風
力
な
ど
の
外
力
に
対
抗
す
る
」。
こ
う
し
た
工
法
が
出
て
き
た
の
は
城
郭

や
社
寺
を
建
て
た
職
人
た
ち
の
技
術
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
先
に
み
た
よ
う
な
木
材
の
加
工

技
術
に
よ
っ
て
板
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
関
連
し
て
い
る
（
宮
澤
智
士
「
近
世
民
家

⑷

の
地
域
的
特
色
」
一
五
二
│
一
五
六
）。

柱
の
下
に
土
台
を
置
く
こ
と
も
「
足
元
を
固
め
る
」
重
要
な
方
法
で
あ
る
（
坂
本
功
監
修
『
日

本
の
木
造
住
宅
の
一
〇
〇
年
』
八
四
）。
一
六
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
平
正

隆
の
『
愚
子
見
記
』
と
い
う
建
築
書
に
は
、「
数
年
の
地
震
に
覧
る
に
、
土
台
の
有
る
蔵
は
、
壁

破
れ
ず
。
土
台
無
き
は
大
き
に
破
損
す
る
也
」
と
、
柱
の
下
に
土
台
を
置
い
た
ほ
う
が
地
震
に
強

⑸

い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
源
愛
日
児
『
木
造
軸
組
構
法
の
近
代
化
』
二
五
よ
り
）。

東
北
地
方
で
は
、「
普
通
農
民
」
の
家
は
、
一
六
世
紀
頃
は
竪
穴
や
掘
立
で
、
半
分
が
土
間
、

も
う
半
分
は
藁
莚
な
ど
を
敷
い
た
土
座
の
居
間
で
あ
っ
た
（
草
野
和
夫
『
近
世
の
民
家
の
成
立
過

程
』
七
八
）。
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
は
礎
石
を
置
い
た
「
石
場
建
て
」
に
な
り
、「
少

な
く
と
も
座
敷
一
室
に
は
板
床
が
設
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
」。
藩
に
よ
る
板
敷
き
の
禁
止
が
次

第
に
緩
和
さ
れ
、
莚
を
敷
い
て
い
た
「
居
間
」
も
一
八
世
紀
後
半
に
は
板
敷
き
の
床
に
な
っ
た
。

肝
煎
な
ど
村
役
の
家
で
は
、
一
七
世
紀
か
ら
、
座
敷
だ
け
で
な
く
居
間
も
板
敷
き
で
あ
っ
た
。
一

方
、「
隷
属
農
民
層
」
で
は
江
戸
時
代
の
末
ま
で
居
間
は
土
間
（
土
座
）
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い

う
（
草
野
和
夫
、
同
上
書
、
一
二
一
│
一
二
四
）。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
の
濃
尾
地
震
の
後
に
木
造
建
築
の
「
耐
震
性
」
が
議
論
さ
れ
、

す
じ
か
い

筋
違
の
有
効
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
近
世
の
小
屋
組
と
い
う
構
法
や
江
戸
初
期

（
一
六
〇
八
年
）
に
建
て
ら
れ
た
姫
路
城
の
大
天
守
に
は
、
筋
違
は
用
い
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
の
大
工
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、
建
築
構
造
の
技
術
と
言
う
よ
り
は
、
よ
り

広
く
木
構
造
の
技
術
と
し
て
、
筋
違
は
近
世
に
発
達
し
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
（
源
愛
日
児
『
木
造
軸
組
構
法
の
近
代
化
』
三
六
│
三
七
）。

木
造
の
建
物
の
大
敵
は
火
災
で
あ
り
、
屋
根
が
瓦
武
器
に
な
っ
た
の
も
、
火
災
か
ら
守
る
た
め

で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
冒
頭
の
引
用
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
で
も
、
極
め
て
大
き
な
地

⑹

震
が
起
こ
る
と
、
壁
は
崩
れ
鴨
居
は
飛
び
、
長
屋
は
壊
れ
て
し
ま
う
。

（
一
│
三
）
石
と
木
の
建
物
が
揺
れ
る

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
長
い
間
、
地
面
の
上
に
石
と
木
造
の
も
の
を
置
い
て

き
た
。
そ
れ
を
傍
証
す
る
も
の
が
あ
る
。
気
象
庁
が
用
い
て
い
る
「
震
度
階
」
と
い
う
地
震
の
規

模
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
地
震
の
波
動
が
、
あ
る
場
所
で
ど
れ
く
ら
い
の
強
度
で
地
面
を
揺
ら
せ

た
の
か
を
、
地
面
の
上
の
状
況
に
よ
っ
て
推
測
す
る
方
法
で
あ
る
。
気
象
庁
が
明
治
の
は
じ
め
か

ら
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
震
度
階
に
は
、
地
面
の
上
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

明
治
一
七
年
│
三
〇
年
（
一
八
八
四
年
│
一
八
九
七
年
）
に
使
わ
れ
た
震
度
階
で
は
、「
弱
震

ヨ
ケ

タ
ヲ
レ

コ
ボ
レ

＝

震
動
ヲ
覚
ユ
ル
モ
戸
外
ニ
避
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」、「
強
震＝

往
々
物
品
の
倒
伏
液
体
ノ
溢
出

ヨ
ケ

等
ア
リ
人
々
戸
外
ニ
走
リ
避
ル
者
」
な
ど
、
も
の
の
様
子
よ
り
は
、
人
の
行
動
が
判
断
基
準
に
な
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っ
て
い
る
。
戸
外
に
逃
げ
る
、
飛
び
出
す
と
い
う
文
言
は
、
一
九
九
六
年
に
最
近
の
も
の
に
改
訂

さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
の
引
用
も
含
め
て
、
大
き
な
地
震
の
際
に
は
建
物
の

外
に
逃
げ
る
と
い
う
の
が
常
道
で
あ
る
。

次
の
明
治
四
一
年
│
昭
和
一
〇
年
（
一
九
〇
八
年
│
一
九
三
五
年
）
の
震
度
階
で
は
「
弱
震

（
震
度
弱
キ
方
）」
は
「
僅
カ
ニ
戸
障
子
ノ
動
ク
音
ヲ
聞
ク
程
度
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、「
弱
震
」

で
は
、「
家
屋
動
揺
戸
障
子
鳴
リ
振
子
時
計
止
リ
垂
下
物
動
揺
、
液
体
ノ
動
揺
等
ヲ
目
撃
セ
シ
程

度
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。「
強
震
」
に
な
る
と
「
壁
ニ
亀
裂
石
碑
石
燈
籠
ノ
顛
倒
煙
突
ノ
破
損

等
ヲ
目
撃
シ
タ
ル
モ
ノ
又
ハ
之
ニ
相
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

昭
和
一
一
年
│
二
三
年
（
一
九
三
六
年
│
一
九
四
八
年
）
で
は
、「
弱
震
」
は
「
家
屋
が
動
き

戸
障
子
が
鳴
動
し
電
燈
の
様
な
吊
下
物
や
器
内
の
水
面
の
動
く
の
が
判
る
程
度
の
地
震
」
で
あ

り
、「
強
震
」
は
「
壁
に
割
目
が
入
り
墓
石
、
石
燈
籠
が
倒
れ
た
り
煙
突
や
土
蔵
も
破
損
す
る
程

度
の
地
震
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
の
「
烈
震
」
は
「
家
屋
が
倒
壊
し
山
崩
れ
が
起
り
地
割
れ

を
生
ず
る
程
度
以
上
の
地
震
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
四
年
│
平
成
八
年
（
一
九
四
九
年
│
一
九
九
六
年
）
の
震
度
階
で
は
、「
強
震
」
が

「
壁
に
割
目
が
は
い
り
、
墓
石
、
石
ど
う
ろ
う
が
倒
れ
た
り
、
煙
突
、
石
垣
な
ど
が
破
損
す
る
程

度
の
地
震
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
の
階
級
は
、「
家
屋
の
倒
壊
が
三
〇
％
以
下
」
と
「
三
〇

％
以
上
」
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。（
三
浦
武
亜
「
気
象
庁
震
度
の
変
遷
」）

明
治
末
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
、
戸
障
子
、
家
屋
、
振
子
時
計
、
壁
、
電
燈
、
墓
石
、
石
碑
、

石
燈
籠
、
煙
突
、
石
垣
、
土
蔵
、
な
ど
が
震
度
を
推
測
す
る
指
標
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
日
本

国
内
の
各
地
で
身
近
に
あ
る
も
の
で
、
地
面
の
揺
れ
の
大
き
さ
を
推
測
で
き
る
も
の
、
つ
ま
り
地

面
の
揺
れ
に
よ
っ
て
、
揺
れ
た
り
倒
れ
た
り
す
る
も
の
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戸
障
子
と
家

屋
は
木
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
石
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
私
た
ち

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
地
面
に
置
い
て
い
た
も
の
で
、
地
震
が
発
生
す
れ
ば
揺
れ
た
り
倒
れ
た
り
す

る
た
め
に
、
地
震
の
指
標
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
、
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

明
治
末
の
日
本
に
「
大
き
な
技
術
の
波
」
が
や
っ
て
き
た
。「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
の

構
造
の
技
術
の
導
入
」
で
あ
る
（
村
松
貞
治
郎
『
日
本
近
代
建
築
の
歴
史
』
一
〇
二
）。

（
二
│
一
）
鉄

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
二
万
年
前
に
は
「
石
を
な
め
ら
か
に
し
て
望
む
形
に
す
る
技
能
」
が
あ
り

「
石
を
集
め
て
新
し
い
形
を
作
る
」
こ
と
が
で
き
た
。「
石
を
切
り
、
磨
き
、
壁
に
埋
め
込
み
、
壁

を
家
に
し
、
家
を
都
市
に
し
、
都
市
を
文
明
に
し
て
い
く
。
石
切
り
職
人
は
建
築
家
や
石
工
に
な

っ
た
。
そ
の
技
能
は
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
エ
ジ
プ
ト
の
古
代
都
市
や
記
念
碑
の
遺
構
に
残
さ

れ
て
い
る
」（
エ
バ
ハ
ー
ト
『
も
の
が
壊
れ
る
わ
け
』
三
〇
）。

次
い
で
一
万
年
前
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
金
属
が
発
見
さ
れ
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
素
材
は
割
れ
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
石
が
割
れ
る
よ
う
な
割
れ
方
は
し
な
か
っ
た
。

た
わ

金
属
は
撓
む
の
だ
。（
同
上
書
、
三
一
│
三
二
）

青
銅
が
長
く
使
わ
れ
た
が
、
紀
元
前
千
年
頃
に
は
、
鉄
に
代
わ
る
。
鉄
そ
の
も
の
は
青
銅
よ
り

も
柔
ら
か
い
が
、
炭
素
と
合
金
処
理
を
さ
れ
て
鍛
え
ら
れ
「
鋼
」
に
な
る
と
、
青
銅
の
二
倍
の
強

さ
に
な
る
。
こ
う
し
て
人
類
は
「
石
な
み
の
硬
さ
と
割
れ
や
す
さ
、
銅
な
み
の
柔
ら
か
さ
と
撓
み

や
す
さ
に
で
き
る
材
料
」
を
得
た
（
同
上
書
、
三
八
│
三
九
）。
鉄
鋼
の
魅
力
は
、
ガ
ラ
ス
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
以
外
の
金
属
の
よ
う
に
、
大
き
な
力
が
加
わ
っ
て
も
突
然
壊
れ
る
こ
と
は
な

く
、
か
か
っ
て
き
た
力
を
消
費
し
な
が
ら
破
断
す
る
ま
で
の
間
、
変
形
を
続
け
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
地
震
の
揺
れ
を
消
費
し
な
が
ら
地
震
の
力
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
し
か
も
壊
れ
な
い

の
で
あ
る
。「
現
在
の
耐
震
構
造
は
、
ひ
と
え
に
鉄
の
こ
の
す
ば
ら
し
い
性
質
を
最
大
限
に
利
用

し
て
い
る
」（
神
田
順
『
耐
震
建
築
の
考
え
方
』
五
四
│
五
六
）。

そ
れ
で
も
明
治
時
代
の
建
築
は
、「
基
本
的
に
は
木
と
レ
ン
ガ
と
石
と
、
そ
し
て
伝
統
の
土
蔵
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の
時
代
だ
っ
た
」。
鋼
は
、
レ
ン
ガ
や
石
の
補
強
材
と
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
よ
り
輸
入
し
た
も

の
が
使
わ
れ
た
。
最
初
の
本
格
的
な
「
鉄
の
骨
組
み
」
だ
け
の
建
物
は
、
明
治
四
二
年
の
丸
善
書

⑺

店
で
あ
っ
た
（
村
松
貞
治
郎
『
日
本
近
代
建
築
の
歴
史
』
一
〇
六
│
一
〇
九
）。
こ
の
頃
は
「
鉄

骨
造
こ
そ
が
大
型
ビ
ル
の
時
代
を
支
え
る
構
造
で
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
中
小
建
築
に
」

と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
（
藤
森
照
信
『
日
本
の
近
代
建
築
』
下
、
一
三
〇
）。
鉄
骨
造
は
ア
メ

リ
カ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
使
わ
れ
て
い
た
。
少
し
遅
れ
て
導
入
さ
れ
た
の
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
あ
っ
た
が
、「
固
ま
る
の
に
時
間
が
か
か
り
強
度
も
弱
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
不
利
で
、
鉄

骨
は
、
プ
レ
フ
ァ
ブ
化
に
よ
る
工
期
短
縮
が
可
能
な
う
え
柱
の
太
さ
も
小
さ
く
て
済
む
と
こ
ろ
か

ら
、
高
層
化
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
は
最
適
の
構
造
」
と
な
っ
た
（
同
上
書
、
四
四
）。

そ
う
し
た
流
れ
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
九
月
の
関
東
大
地
震
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
仕
様
で
造
ら
れ
た
鉄
骨
の
建
物
は
壊
れ
、
丸
善
も
「
地
震
の
揺
れ
に
は
大
丈

夫
だ
っ
た
も
の
の
、
外
か
ら
火
が
入
り
、
耐
火
被
覆
の
し
て
い
な
い
鉄
骨
が
ア
メ
の
よ
う
に
溶
け

て
潰
れ
て
し
ま
っ
た
」。
こ
れ
に
対
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
の
被
害
は
目
立
つ
も
の

は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
揺
れ
に
も
火
に
も
強
い
性
格
が
証
明
」
さ

れ
、
以
後
、
日
本
の
ビ
ル
の
構
造
技
術
は
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
骨
造
の
影
響
を
脱
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
か
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」（
同
上
書
、
一
三
一
）。

こ
う
し
た
建
築
材
料
の
変
化
と
並
行
し
て
、
材
料
を
丈
夫
に
し
た
り
構
造
に
手
を
加
え
た
「
耐

震
」
化
と
い
う
も
の
が
開
発
さ
れ
実
用
化
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

（
二
│
二
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
類
す
る
も
の
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
あ
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
石

材
を
接
合
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
た
。
現
在
で
も
主
力
の
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
は
、
一
八
二

四
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
製
造
特
許
を
取
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
は
日
本
で
も
製
造
が

開
始
さ
れ
た
（
田
村
浩
一
ほ
か
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
歴
史
』
二
二
三
│
二
二
五
）。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ＝

reinforced
concrete

）
は
、
一
八
六
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
植

木
鉢
を
作
っ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。（
同
上
書
、
一
）。
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
が
加
え
ら
れ
、

「
一
九
世
紀
後
半
頃
か
ら
欧
米
の
土
木
建
築
界
で
は
、
従
来
か
ら
の
煉
瓦
、
石
等
に
代
る
有
利
な

材
料
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
同
上
書
「
ま
え
が
き
」）。
や
が
て
、
こ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
は
、
日
本
で
も
大
正
期
以
降
、
橋
や
ア
ー
チ
な
ど
か
ら
本
格
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
正
一
二
年
の
関
東
大
地
震
以
降
は
「
耐
震
・
耐
火
性
が
認
識
さ
れ
て
、
道
路
、
鉄
道
、
港

湾
等
の
復
旧
・
建
設
工
事
、
大
都
市
の
改
良
工
事
、
電
力
、
水
道
等
の
復
旧
、
近
代
化
工
事
等
各

分
野
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
上
書
、
一
五
六
│
一
五
七
）。

一
九
〇
六
年
と
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
文
献
で
は
、
建
設
材
料
と
し
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、
他
の
も
の
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な
「
価
値
」
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
静
荷
重
に
対
す
る
抵
抗
力
が
大
き
い
こ
と
。
つ
ま
り
、
過
大
な
荷
重
を
受
け
て
も
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て
も
、
鉄
筋
は
伸
び
て
も
容
易
に
切
断
し
な
い
の
で
、「
Ｒ
Ｃ

部
材
が
突
然
墜
落
す
る
お
そ
れ
が
な
い
」。
次
い
で
、
鉄
材
に
比
べ
て
剛
性
と
重
量
が
大
き
く
、

一
体
構
造
も
作
り
や
す
い
の
で
、
橋
梁
、
機
械
工
場
に
最
適
で
あ
る
こ
と
。「
鉄
道
橋
に
お
け
る

衝
撃
試
験
の
例
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
（
一
九
〇
六
）
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
建
築
物
の
被
害
例
を

み
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
地
震
国
で
あ
る
わ
が
国
で
は
最
適
切
で
あ
る
」。

こ
の
ほ
か
、
耐
火
性
、
防
錆
性
、
水
な
ど
に
も
害
を
与
え
な
い
こ
と
、
液
体
か
ら
の
作
用
も
受

け
に
く
い
こ
と
、
成
型
の
容
易
さ
、
外
観
が
壮
麗
な
こ
と
、
セ
メ
ン
ト
・
鉄
筋
・
骨
材
は
得
や
す

⑻

い
素
材
で
施
工
が
早
い
こ
と
、
安
価
で
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
上
書
、
四
三
│
四

四
）。

（
二
│
三
）
骨
材
と
し
て
の
砂
と
石

と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
体
積
の
七
割
は
「
骨
材
」
で
あ
る
。
骨
材
の
品
質
が
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
強
度
や
耐
久
性
、
水
密
性
な
ど
に
大
き
く
関
係
す
る
。
骨
材
に
は
、
強
固
で
あ
る
こ
と
、

物
理
的
・
化
学
的
に
安
定
性
が
高
い
こ
と
、
耐
久
性
が
大
き
い
こ
と
、
適
度
な
粒
度
・
粒
径
で
あ

る
こ
と
、「
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
と
の
付
着
強
度
が
大
き
い
こ
と
」、
有
機
物
や
化
学
塩
類
な
ど
の

有
害
な
不
純
物
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
も
求
め
ら
れ
る
（
原
田
実
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
解
体

と
再
生
』
四
│
五
）。
か
つ
て
、
こ
の
骨
材
に
は
天
然
の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。

天
然
骨
材
と
は
自
然
作
用
に
よ
っ
て
岩
石
か
ら
で
き
た
も
の
で
、
川
、
海
、
山
よ
り
産
す
る

砂
、
砂
利
お
よ
び
玉
石
な
ど
が
あ
り
、
火
山
よ
り
産
す
る
軽
石
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
川
砂
、
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川
砂
利
は
川
底
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
、
水
流
に
よ
っ
て
角
が
と
れ
て
丸
み
が
あ
り
、
洗
浄
さ

れ
て
い
る
の
で
、
一
般
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。（
西
林
新
蔵

ほ
か
編
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
六
七
）

し
か
し
、
石
も
砂
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
道
路
舗
装
材
（
路
盤
材
）、
鉄
道
路
盤

材
な
ど
に
大
量
に
用
い
ら
れ
、
一
方
で
は
、「
採
掘
規
制
の
強
化
や
周
辺
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い

な
ど
、
河
川
で
の
採
取
が
困
難
な
た
め
、
天
然
砂
利
の
比
率
が
低
下
」
し
た
。
こ
の
た
め
「
砕

石
」
の
比
率
が
増
加
し
、
既
に
一
九
九
一
年
度
で
は
、
砂
利
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
砕
石
三
八
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
砕
石
で
も
砂
岩
・
安
山
岩
な
ど
は
枯
渇
し
て
お
り
、
石
灰
岩
の
骨
材
が
多
く

な
っ
て
い
る
（
原
田
実
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
解
体
と
再
生
』
四
│
五
）。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
指

示
書
」
に
お
い
て
は
、「
軟
弱
な
も
の
お
よ
び
砕
く
と
き
に
結
晶
間
に
き
れ
つ
を
残
す
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
」
は
使
用
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
火
災
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
構
造
物
に
用
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
「
花
崗
岩
、
黒
よ
う
岩
な
ど
特
に
耐
火
的
で
な
い
骨
材
は
さ
け
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
」（
原

眞
『
改
訂

砕
石
』
一
六
）。

要
す
る
に
、
石
や
木
に
代
わ
っ
て
こ
の
百
年
余
り
の
間
に
構
造
物
の
素
材
と
し
て
大
量
に
使
用

⑼

さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
体
積
の
多
く
は
、
硬
い
岩
石
な
の
で
あ
る
。

（
二
│
四
）
が
れ
き
と
資
材

今
や
世
界
中
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

世
界
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要
は
膨
大
で
、
地
球
上
で
水
の
次
に
消
費
量
が
多
い
物
質
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
。
毎
年
、
ダ
ン
プ
カ
ー
四
億
台
分
以
上
に
相
当
す
る
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

建
設
現
場
へ
と
運
ば
れ
、
地
球
上
の
人
間
は
す
べ
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
毎
年
、
自
分
の

体
重
の
四
〇
倍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
消
費
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。（
ウ
ェ
ラ
ン
ド
『
砂
』
二

九
〇
）

し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
厄
介
な
側
面
も
も
っ
て
い
る
。

石
造
、
れ
ん
が
造
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
お
よ
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
い
ず
れ

も
容
積
が
大
き
く
、
重
量
物
で
あ
る
う
え
、
硬
く
、
熱
変
化
、
薬
品
な
ど
に
も
侵
さ
れ
に
く
い

た
め
、
取
り
こ
わ
し
は
困
難
を
き
わ
め
る
。（
柿
崎
正
義
ほ
か
『
ビ
ル
解
体
工
法
』
一
二
）

一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
の
時
に
は
、「
突
然
破
壊
さ
れ
た
高
速
道
路
、
港
湾
施
設
、

地
下
鉄
施
設
、
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
、
公
共
施
設
、
病
院
、
事
務

所
ビ
ル
、
高
層
集
合
住
宅
、
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
解
体
撤
去
工
事
、
お
よ

び
改
修
・
補
強
工
事
な
ど
は
緊
急
事
態
と
し
て
行
わ
れ
た
」。
そ
う
い
う
時
に
は
、「
安
全
・
確
実

・
速
や
か
に
構
造
物
を
解
体
で
き
る
技
術
（
解
体
工
事
用
機
械
・
施
工
法
）」
が
必
要
に
な
る
。

「
工
事
に
伴
う
騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん
等
が
地
域
環
境
へ
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
」（
原
田
実
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
解
体
と
再
生
』
一
九
│
二
〇
）。

が
れ
き

二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
も
、
た
く
さ
ん
の
瓦
礫
が
発
生
し
た
。
地
震
や
津

浪
で
発
生
す
る
「
災
害
廃
棄
物
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。

（
１
）
建
築
物
の
倒
壊
に
由
来
す
る
廃
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
、
瓦
な
ど
、（
２
）
廃
家

電
製
品
や
さ
ま
ざ
ま
な
家
財
、（
３
）
自
然
由
来
の
草
木
類
、（
４
）
大
型
構
造
物
、（
５
）
堆

積
物
（
土
砂
、
底
質
汚
泥
な
ど
）、（
６
）
廃
自
動
車
や
廃
船
舶
、（
７
）
有
害
廃
棄
物
（
ア
ス

ベ
ス
ト
、
農
薬
類
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
）、（
８
）
避
難
所
の
ご
み
、（
９
）
感
染
性
廃
棄
物
や
ヒ
ト
、

動
物
の
遺
体
な
ど
。（
酒
井
伸
一
「
災
害
廃
棄
物
問
題
へ
の
取
り
組
み
│
三
陸
か
ら
世
界
へ
」

三
八
八
）

こ
の
廃
棄
物
は
、
宮
城
県
仙
台
市
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
内
訳
に
な
る
。

仙
台
市
の
災
害
廃
棄
物
発
生
量
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
六
一
万
ト
ン
、
木
く
ず
二
四
万
ト

ン
な
ど
、
合
計
で
一
三
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
優
先
し
た
全
体
計
画
に
よ
り
、
三

年
間
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）
で
こ
れ
を
処
理
す
る
目
処
を
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。（
同

上
論
文
、
三
九
〇
）
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地
震
か
ら
一
年
半
の
の
ち
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
宮
城
県
東
松
島
市
は
、

仙
台
市
の
北
東
に
あ
り
、
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。
人
口
は
、
約
四
万
人
で
あ
る
。

市
に
よ
る
と
、
約
一
五
六
万
八
千
ト
ン
と
試
算
し
た
市
内
の
が
れ
き
の
う
ち
、
宮
城
県
に
処

理
を
委
託
す
る
の
は
廃
畳
や
衣
類
、
漁
網
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
約
三
万
四
千
ト
ン
で
、
市

が
破
砕
し
た
後
に
県
の
施
設
で
焼
却
す
る
。
そ
れ
以
外
は
全
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
計
画
だ
。

が
れ
き
の
二
九
％
を
占
め
る
木
く
ず
の
う
ち
、
自
然
木
は
破
砕
し
て
建
築
・
土
木
資
材
や
地

盤
の
か
さ
上
げ
に
使
用
、
建
築
廃
材
は
焼
却
炉
の
助
燃
剤
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
に
活
用

す
る
。
二
一
％
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
破
砕
し
、
砂
利
な
ど
に
使
う
。（『
河
北
新
報
』
二
〇
一
二

年
九
月
六
日
）

つ
ま
り
「
が
れ
き
」
の
五
分
の
一
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
、
砕
か
れ
て
砂
利
に
な
る
の
で
あ

る
。極

め
て
興
味
深
い
の
は
、
同
じ
新
聞
の
前
日
の
記
事
で
あ
る
。
見
出
し
は
「
大
震
災
か
ら
一
年

半

生
コ
ン
不
足

対
策
急
務
」
と
付
け
ら
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事
が
本
格
化
す
る
宮
城
県
で
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
建
設
資
材
不
足
へ
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。
沿
岸
部
を
中
心
に
需
要
が
急
増
し
、
原
材
料

を
供
給
す
る
業
界
は
増
産
態
勢
を
敷
く
が
、
生
産
量
に
限
界
が
あ
る
。
工
事
着
工
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
来
年
度
は
資
材
不
足
が
よ
り
深
刻
化
す
る
と
み
ら
れ
、
県
や
東
北
地
方
整
備
局
は
対
策

を
強
化
し
て
い
る
。（『
河
北
新
報
』
二
〇
一
二
年
九
月
五
日
）

こ
こ
で
い
う
「
原
材
料
」
と
は
、
砕
石
、
砂
利
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
で
あ
る
。
砕
石
業
の
会
社
の

社
長
は
「
当
初
は
仮
設
住
宅
な
ど
の
建
設
用
地
の
路
盤
材
向
け
、
今
春
以
降
は
生
コ
ン
原
料
向
け

が
急
増
」
と
話
し
て
い
る
。

大
き
な
地
震
で
建
物
は
壊
れ
、
あ
る
い
は
壊
さ
れ
て
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
」
と
な
る
。
そ

れ
は
手
間
を
か
け
て
運
ば
れ
、
再
利
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
廃
棄
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
復
旧

・
復
興
」
を
急
ぐ
た
め
に
、
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
短
期
間
に
使
用
さ
れ
、
新
し
く
頑
丈
な
建

物
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
地
面
と
そ
の
変
貌

こ
こ
ま
で
、
石
と
木
、
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
私
た
ち
が
地
面
の
上
に
置
い
て
き
た
も
の

に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
が
置
か
れ
て
き
た
地
面
の
ほ
う
を
み
て
お
き
た

い
。地

球
が
で
き
て
か
ら
四
六
億
年
、
海
と
陸
に
分
か
れ
て
か
ら
は
四
〇
億
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
列
島
の
地
面
の
下
は
、
古
い
も
の
で
も
六
億
年
前
、
大
部
分
は
二
億
年
よ
り
も
新
し
い
時
期

に
で
き
て
い
る
。
欧
米
な
ど
の
大
陸
の
地
層
は
よ
り
古
く
、
し
か
も
平
ら
に
積
み
重
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
日
本
列
島
で
は
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
る
。
七
千
万
年
前
に
で
き
た
「
硬
石
」
の

部
分
、
現
在
は
あ
ま
り
地
表
に
は
出
て
い
な
い
火
山
の
噴
火
と
三
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
ひ
し
め
き
は

じ
め
た
二
千
五
百
万
年
前
の
「
柔
石
」
の
部
分
、
百
万
年
前
か
ら
の
海
面
変
動
が
顕
著
に
な
っ
た

時
期
の
「
未
固
結
」
の
堆
積
物
と
い
う
三
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
地
盤
工
学
会
『
事
例

で
学
ぶ
地
質
の
話
』
一
七
│
二
〇
）。

最
後
の
「
未
固
結
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
「
生

活
の
適
地
」
は
、
も
と
も
と
「
河
川
ぞ
い
の
自
然
堤
防
や
段
丘
な
ど
の
微
高
地
」
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
そ
の
背
後
の
湿
地
帯
や
、
台
地
か
ら
谷
間
の
低
地
へ
と
生
活
圏
を
拡
大
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
場
所
の
地
質
は
、
洪
水
や
崖
崩
れ
な
ど
、
地
表
の
浸
食
や
土
砂
の
運
搬
・
堆
積
作
用
が
大
き

く
、
そ
こ
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
「
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
る
機
会
を
よ
り
高
め
た
」。
そ
こ

は
、
ま
だ
充
分
に
固
ま
っ
て
い
な
い
場
所
で
、「
人
工
的
に
し
め
固
め
る
の
に
は
あ
ま
り
に
も
費

用
が
か
か
り
す
ぎ
、
自
然
の
過
程
を
ま
つ
に
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「
つ
く
り
た
て
の
地
面
」
の
上
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
町
田
洋
ほ

か
編
『
自
然
の
猛
威
』
一
六
一
│
一
六
九
）。

「
つ
く
り
た
て
の
地
面
」
と
は
、
沖
積
層
と
呼
ば
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
二
万
年
前
の
最
後
の
氷

河
期
以
降
、
海
面
の
上
昇
で
水
中
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。
自
重
よ
り
も
大
き
い
圧
力
を
受
け

て
い
な
い
た
め
、「
ゆ
る
い
」
状
態
で
堆
積
し
て
い
る
。
海
面
の
上
昇
時
と
下
降
時
で
堆
積
す
る

原田 隆司：地面が揺れる（９）



土
の
粒
子
の
大
き
さ
が
異
な
る
た
め
に
、
粘
性
土
や
砂
質
土
の
層
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
沖
積

層
の
前
の
時
期
、
今
か
ら
二
〇
〇
万
年
前
ま
で
に
堆
積
し
た
の
が
洪
積
層
で
あ
る
。
洪
積
層
は
、

氷
河
期
の
繰
り
返
し
で
、
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
海
面
の
変
動
に
よ
り
、
大
き
な
圧

力
を
受
け
て
き
た
の
で
「
密
に
締
ま
っ
た
地
層
」
で
あ
る
（
地
盤
工
学
会
『
わ
か
り
や
す
い
構
造

物
基
礎
』
一
〇
│
一
一
）。

こ
う
し
た
日
本
の
地
層
も
、
東
京
の
都
心
で
は
江
戸
時
代
か
ら
は
一
変
す
る
と
い
う
。「
何
万

年
も
前
の
自
然
の
営
み
で
つ
く
ら
れ
た
地
層
を
見
馴
れ
て
い
る
」
地
質
学
者
に
と
っ
て
、
東
京
都

港
区
の
遺
跡
に
は
「
目
新
し
い
光
景
」
が
あ
っ
た
。「
普
通
の
遺
跡
に
は
少
な
い
人
工
の
地
層
」

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
番
浅
い
所
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
災
で
生
じ
た

「
が
ら
く
た
」、
そ
の
下
に
は
大
正
時
代
の
「
関
東
大
震
災
の
が
ら
く
た
」、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
、

江
戸
時
代
の
富
士
山
の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
層
（
こ
れ
は
灰
を
集
め
て
穴
を
掘
っ
て
捨
て
た
も
の

し
ょ
う
ど

で
あ
る
と
い
う
）、
そ
し
て
大
火
の
と
き
の
焼
土
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
間
に
は
、
江
戸
か
ら
明

ど
し
ゃ

治
に
か
け
て
の
陶
磁
器
や
瓦
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
川
や
海
の
波
が
土
砂
を
運
ん
で
き

た
事
実
」
は
な
い
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
以
降
、
急
速
に
都
市
的
土
地
利
用
が
進
み
、
建
設
と
破
壊
が
繰
り
返
さ
れ
た
結

果
、
地
層
と
な
る
べ
き
材
料
が
多
量
に
供
給
さ
れ
た
た
め
、
地
層
│
│
人
工
地
層
│
│
が
生
じ

た
と
い
え
る
の
で
す
。（
町
田
洋
ほ
か
『
基
礎
の
考
古
学
│
改
訂
新
版

地
層
の
知
識

第
四

紀
を
さ
ぐ
る
』
二
）

長
い
間
、
自
然
の
作
用
で
堆
積
し
変
動
し
て
き
た
地
層
は
、
都
心
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
こ
の

二
百
年
、
三
百
年
の
と
こ
ろ
で
一
変
し
て
い
る
。
現
在
の
地
表
は
、
湿
地
帯
や
低
地
、
沖
積
層
の

「
作
り
た
て
の
地
面
」
の
上
に
、「
が
ら
く
た
」
か
ら
な
る
「
人
工
地
層
」
が
積
み
重
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

地
表
の
か
た
ち
も
一
変
し
て
い
る
。

縄
文
時
代
に
は
、
人
間
は
す
で
に
植
生
や
土
壌
を
変
え
て
い
る
。
弥
生
時
代
の
水
田
耕
作
な
ど

の
農
耕
は
土
壌
と
地
形
を
変
え
た
。
製
鉄
業
や
窯
業
は
山
地
の
地
形
や
植
生
を
大
き
く
変
え
た
。

近
代
社
会
は
、
地
形
や
岩
や
地
面
を
急
速
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
も
は
や
「
自
然
が
自
然
を
変
え

て
き
た
地
質
時
代
は
終
わ
り
、
地
形
史
、
自
然
史
は
ま
っ
た
く
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
時

代
に
突
入
し
た
」
の
で
あ
る
（
米
倉
伸
之
ほ
か
編
『
日
本
の
地
形
Ⅰ

総
説
』
三
二
二
）。
こ
う

し
た
「
人
為
改
変
」
の
例
と
し
て
は
、
干
拓
や
地
下
水
の
過
剰
な
汲
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
山
地
か
ら
一
年
間
に
流
出
す
る
一
億
三
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂

の
う
ち
、
四
千
│
五
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
つ
ま
り
約
三
分
の
一
は
人
工
の
ダ
ム
の
貯
水
池
に
堆

積
し
て
い
る
と
い
う
（
太
田
ほ
か
『
日
本
列
島
の
地
形
学
』
一
七
四
│
一
七
五
）。

四
、
地
面
の
下
で
支
え
ら
れ
、
上
に
伸
び
る

地
面
の
変
貌
と
地
形
の
改
変
は
、
結
果
と
し
て
の
変
容
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
、
現
在
、
地
面

と
地
下
を
意
図
的
に
改
変
し
て
い
る
。

（
四
│
一
）
地
盤
と
基
礎

「
地
下
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
の
地
殻
の
表
層
部
分
」
は
「
地
盤
」
と
呼
ば
れ
る
（
地
盤
工

学
会
『
地
盤
工
学
入
門
』
一
四
）。
そ
こ
に
建
物
の
基
礎
構
造
が
つ
く
ら
れ
る
。
基
礎
構
造
は
、

「
建
物
や
橋
な
ど
の
上
部
構
造
を
支
持
し
て
、
そ
の
荷
重
を
地
盤
に
伝
え
る
た
め
の
構
造
部
分
」

で
あ
る
。
荷
重
と
は
、
構
造
物
自
体
の
重
量
、
そ
こ
に
置
か
れ
る
も
の
の
重
量
、
そ
し
て
地
震
や

風
な
ど
各
種
の
荷
重
が
あ
る
。
基
礎
構
造
は
「
こ
れ
ら
の
荷
重
を
地
盤
に
確
実
に
伝
え
る
必
要
が

あ
る
」。
地
盤
は
、
こ
れ
ら
の
荷
重
を
受
け
て
も
破
壊
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
大
き
な
変
形

・
圧
縮
な
ど
を
起
こ
さ
ず
」
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
「
地
盤
は
そ
れ
自
体
が
完
全
に

安
定
し
て
い
る
と
は
限
ら
」
な
い
。
地
盤
沈
下
や
斜
面
崩
壊
な
ど
、
荷
重
と
は
別
に
変
化
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
構
造
物
が
そ
う
し
た
影
響
を
受
け
ず
安
全
で
あ
る
必
要
が
あ
る
（
地
盤
工
学
会

『
わ
か
り
や
す
い
構
造
物
基
礎
』
一
）。

（
四
│
二
）
杭

明
治
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
近
代
建
築
で
は
基
礎
に
木
杭
が
使
用
さ
れ

た
。「
建
物
を
支
持
す
る
杭
基
礎
は
、
明
治
時
代
に
外
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
文
化
と
し
て
の
木
杭

が
起
源
で
あ
る
」（
杉
村
義
弘
『
建
築
杭
基
礎
雑
考
』
一
）。
近
代
建
築
の
導
入
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
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か
ら
招
か
れ
た
コ
ン
ド
ル
の
考
え
を
ま
と
め
た
『
造
家
必
携
』
に
は
、
柔
ら
か
い
「
人
為
土
層
」

の
下
に
「
天
然
ノ
硬
盤
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
届
く
よ
う
に
杭
を
打
つ
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。最

モ
普
通
法
ト
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
松
丸
太
カ
若
シ
ク
ハ
之
ニ
類
ス
ル
他
ノ
木
材
ヲ
打
チ
其
軟

フ
レ
ド
メ

層
ヲ
貫
イ
テ
硬
盤
ニ
達
セ
シ
メ
杭
頭
ヲ
地
下
若
干
尺
ノ
處
ニ
於
テ
切
リ
揃
ヘ
触
留
ヲ
作
テ
銘
々

ス
テ

﹇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
﹈

繋
ギ
合
セ
夫
レ
ヨ
リ
丈
夫
ナ
ル
捨
ヲ
附
ス
ル
カ
若
シ
ク
ハ
幅
廣
ク
煉
砂
利
ヲ
打
チ
且
其
厚
ヲ
多

ク
シ
テ
以
テ
杭
頭
ヲ
蔽
フ
ナ
リ
。（
コ
ン
ド
ル
『
造
家
必
携
』
一
一
）

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）、
新
橋
駅
か
ら
現
在
の
東
京
駅
の
地
点
ま
で
、
約
四
キ
ロ
の
鉄

道
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
は
、
東
京
層
と
い
う
洪
積
世
中
期
の
硬
い
地
層
の
上
に
有

楽
町
貝
層
と
い
う
沖
積
層
が
あ
る
。
東
京
層
は
場
所
に
よ
っ
て
は
地
表
に
露
出
し
て
い
た
り
、
海

面
下
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
深
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
区
間
の
な
か
で
も
特
に
外
濠
沿
は
「
構

造
物
を
支
え
る
地
盤
と
し
て
は
最
悪
」
で
、
九
間
（
一
九
メ
ー
ト
ル
）
の
杭
を
打
ち
込
む
必
要
が

あ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
日
、
一
本
半
を
打
ち
込
ん
で
翌
朝
来
て
み
る
と
、
半
分
の
ほ
う
は
水
分
の

多
い
土
質
の
た
め
に
浮
い
て
全
部
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
最
初
は
千
葉
産
の
曲
が
り

の
多
い
松
丸
太
を
使
っ
て
い
た
が
、
山
形
産
の
松
丸
太
を
取
り
寄
せ
た
。
こ
ち
ら
は
「
杉
丸
太
の

よ
う
な
良
材
」
で
、
一
日
に
二
本
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
守
田
久
盛

ほ
か
『
続

鉄
道
路
線
変
せ
ん
史
探
訪
』
四
四
│
五
〇
）。

木
杭
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
に
竣
工
し
た
東
京
駅
で
も
使
わ
れ
た
。
丸
の
内
近
辺
は
江

戸
時
代
に
は
大
名
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
陸
軍
兵
営
は
二
二
年
に

移
転
し
、
跡
地
に
は
司
法
省
や
裁
判
所
も
建
て
ら
れ
た
が
、
大
部
分
は
明
治
五
年
の
大
火
で
焼
け

た
ま
ま
の
「
草
ぼ
う
ぼ
う
の
荒
れ
地
」
だ
っ
た
。
東
京
駅
の
土
木
工
事
は
明
治
三
五
年
（
一
九
〇

二
年
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
地
表
か
ら
三
・
六
メ
ー
ト
ル
（
一
二
尺
五
寸
）
ま
で
掘
削
し
て
三
・

六
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
の
松
杭
を
六
〇
セ
ン
チ
間
隔
で
縦
横
に
打
ち
込
み
、
そ
の
上
に
厚

さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
（
四
尺
）
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
さ
ら
に
平
鋼
と
丸
鋼
を
格
子
状

に
敷
き
並
べ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
て
基
礎
床
板
と
し
た
。
松
杭
は
、
一
万
一
五
〇
〇
本
使
わ

⑽

れ
た
と
い
う
（
瀧
山
養
ほ
か
「
東
京
駅
を
中
心
と
し
た
鉄
道
建
設
・
改
良
の
変
遷
」
一
二
五
）。

そ
の
二
年
後
の
大
正
五
年
一
月
か
ら
東
京
と
万
世
橋
間
の
架
動
橋
建
設
に
際
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
が
製
造
さ
れ
た
。
八
角
形
で
、
直
径
一
二
イ
ン
チ
（
二
八
・
八
セ
ン
チ
）
で
長
さ
八
フ

ィ
ー
ト
（
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
直
径
一
八
イ
ン
チ
（
四
三
セ
ン
チ
）
で
長
さ
五
〇
フ
ィ
ー

ト
（
一
五
・
二
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
一
二
種
類
で
、
二
年
間
で
九
二
八
一
本
が
製
造
さ
れ
た
と
い
う

（
守
田
久
盛
ほ
か
『
続

鉄
道
路
線
変
せ
ん
史
探
訪
』
九
九
│
一
〇
〇
）。

現
在
で
は
、
高
層
の
建
物
の
基
礎
と
し
て
「
場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
」
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
一
九
七
一
年
頃
か
ら
は
、
支
持
力
を
あ
げ
る
た
め
に
杭
の
先
端
部
分
を
円
錐
状
に
拡
大

し
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
直
径
六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
な
杭
も
作

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
杭
に
も
種
々
の
工
法
が
あ
り
、
現
在
、
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
場
所

打
ち
鋼
管
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
」
で
あ
る
。
先
端
に
鋼
管
を
配
置
し
て
中
に
鉄
筋
と
コ
ン
ク
リ
ー

せ
ん
だ
ん

ト
を
入
れ
て
固
め
る
と
、
鋼
管
は
長
い
管
に
横
（
水
平
）
方
向
か
ら
か
か
る
剪
断
力
に
強
く
、
鉄

ざ
く
つ

筋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
中
に
入
れ
る
こ
と
で
、
座
屈
と
呼
ば
れ
る
杭
の
曲
が
り
を
お
さ
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
鋼
管
の
外
面
を
す
べ
り
や
す
く
加
工
し
て
、
土
と
の
摩
擦
を
お
さ
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
特
性
か
ら
、
一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
以
降
、「
耐
震
設
計
の

必
要
性
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
る
」（
地
盤
工
学
会
『
わ
か
り
や
す
い
構
造
物
基
礎
』
一
六
一
│
一

六
四
）。

こ
う
し
て
、
現
在
の
高
層
の
建
物
は
、
地
面
の
下
で
も
、
鋼
と
鉄
筋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い

た
杭
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
│
三
）
高
層
化

古
代
か
ら
、
日
本
で
も
、
石
と
木
を
用
い
て
高
い
建
物
は
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
き
た
が
、
人
が

そ
こ
で
住
む
の
で
は
な
か
っ
た
。
佐
原
真
に
よ
れ
ば
、
弥
生
・
古
墳
時
代
に
も
高
い
建
物
は
あ

り
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
も
鐘
楼
・
鼓
楼
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
階
段
を
昇
っ
て
機
能
を
果

た
す
高
い
建
物
」
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な
宮
殿
や
宮
門
、
お
寺
の
金
堂
や
塔
は
「
力
と
権
威
」
を

み
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
宋
か
ら
禅
宗
建
築
が
入
り
、
京
都
の
東
福
寺
や
知

恩
院
な
ど
の
山
門
で
は
、
階
上
に
釈
迦
や
五
百
羅
漢
な
ど
の
仏
像
を
置
き
、
両
側
に
付
属
す
る
小

さ
な
建
物
か
ら
階
段
で
昇
れ
る
よ
う
に
し
て
二
階
も
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
室
町
時
代
に
な

る
と
、
金
閣
、
銀
閣
で
は
階
上
に
も
畳
を
敷
き
、
床
の
間
も
で
き
た
と
い
う
（
佐
原
真
「
人
は
な
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ぜ
塔
を
建
て
る
か
」
二
一
一
）。

大
河
直
躬
は
、
そ
う
し
た
中
国
建
築
の
影
響
よ
り
も
「
居
住
空
間
の
接
地
性
を
重
視
す
る
」
日

本
の
習
慣
が
勝
り
、
二
階
建
て
は
な
か
な
か
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
桃
山
時
代
か
ら

江
戸
時
代
初
期
に
な
っ
て
京
都
や
江
戸
の
町
家
で
は
二
階
屋
が
多
く
な
り
、
三
階
建
て
の
町
家
や

土
蔵
も
で
き
た
。
し
か
し
三
階
建
て
は
「
幕
府
の
禁
令
に
よ
り
消
失
」
し
た
と
い
う
。
と
は
い

え
、
こ
の
時
期
の
二
階
は
一
部
だ
け
部
屋
が
設
け
ら
れ
、
他
は
物
置
と
し
て
使
わ
れ
た
。
幕
末
に

は
町
家
の
二
階
に
広
い
座
敷
が
つ
く
ら
れ
、
階
段
も
勾
配
が
ゆ
る
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

「
都
市
の
庶
民
住
宅
に
二
階
建
て
が
普
及
す
る
の
は
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
」
で
あ

る
（
大
河
直
躬
「
二
階
」）。

な
お
、
先
に
み
た
東
北
地
方
の
民
家
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
頃
か
ら
、
中
二
階
が
つ
く
ら
れ

た
。
土
間
や
寝
室
に
置
か
れ
た
中
二
階
は
、
寝
室
に
使
わ
れ
た
り
、
養
蚕
の
施
設
な
ど
と
し
て
も

使
わ
れ
た
（
草
野
和
夫
『
近
世
の
民
家
の
成
立
過
程
』
一
〇
七
│
一
〇
八
）。

明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
高
層
化
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。「
大
正
八
年
に
、
建
物
の
高
さ

の
限
度
を
地
上
一
〇
〇
尺
と
定
め
て
以
来
、
ビ
ル
と
い
う
ビ
ル
の
天
端
は
三
一
メ
ー
ト
ル
で
止
ま

っ
た
」
の
で
あ
る
（
豊
島
光
夫
『
絵
で
み
る
基
礎
専
科

下
』
六
一
五
）。
基
礎
に
つ
い
て
い
え

ば
、
七
階
建
て
、
八
階
建
て
の
建
物
に
は
、
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
、
松
の
木
杭
が
「
か
な
り
の
量

で
使
用
さ
れ
て
い
た
」。
た
と
え
ば
、
一
九
五
六
年
竣
工
の
日
本
電
池
ビ
ル
は
、
地
上
八
階
、
地

下
一
階
で
あ
る
が
、
長
さ
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
細
い
ほ
う
の
直
径
二
〇
セ
ン
チ
の
も
の
が
使
わ

れ
て
い
た
（
同
上
書
、
七
三
五
│
七
三
七
）。
高
さ
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
年
）
に
建
築
基
準
法
が
一
部
改
正
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
（
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協

会
編
『
図
説

建
築
構
造
の
な
り
た
ち
』
八
〇
）。

一
九
八
〇
年
後
半
か
ら
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
「
超
高
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築

物
」
の
施
工
が
さ
か
ん
に
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
「
高
強
度
化
」
が
進
み
、
こ
れ
に
見
合
う
鉄

筋
の
「
高
強
度
化
」
の
要
求
が
高
ま
っ
た
（
西
林
新
蔵
ほ
か
編
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
一
九
九
）。
一
九
九
一
年
に
完
成
し
た
地
上
三
〇
階
の
超
高
層
住
宅
は
、
次
の
よ
う
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。

最
近
の
超
高
速
住
宅
は
、
遮
音
性
や
風
に
よ
る
揺
れ
な
ど
の
居
住
性
を
考
慮
し
て
、
構
造
軀

新規着工の建物の変化

資料 『建築統計年報』昭和 43年度版（1969年、建設省計画局調査統計課 監修）
『建築統計年報』平成 21年度版（2010年、国土交通省総合政策局情報安全・調査課建設統計室 監修）

甲南女子大学研究紀要第 49号 人間科学編（2013年 3月） （１２）



体
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
で
設
計
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
設
計
お
よ
び
施

工
面
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
高
品
質
、
短
工
期
、
労
務
省
力
化
、
経
済
性
な
ど
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。（
日
本
建
築
構
造

技
術
者
協
会
編
『
図
説

建
築
構
造
の
な
り
た
ち
』
八
四
）

予
め
工
場
で
作
ら
れ
た
柱
、
大
梁
、
床
を
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
で
順
に
吊
り
上
げ
、
そ
れ
ら
は

「
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
一
体
化
」
さ
れ
る
と
い
う
（
同
上
書
、
八
四
）。

こ
う
し
て
、
地
面
か
ら
高
く
建
て
ら
れ
た
建
物
の
な
か
に
広
大
な
床
、
つ
ま
り
「
地
面
」
が
広

⑾

が
っ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
に
示
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
と
二
〇
〇
八
年
に
新
規
に
着
工
さ
れ
た
建

物
の
統
計
で
あ
る
。
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
を
建
て
る
際
に
は
、
建
築
基
準
法
で
都
道

府
県
へ
の
届
け
出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

新
規
着
工
の
建
物
の
総
床
面
積
を
比
較
し
て
み
た
。

構
造
別
に
み
る
と
、
木
造
は
一
九
六
八
年
に
は
半
分
を
占
め
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
四

割
に
減
少
し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
は
、
ど
ち
ら
の
年
で
も
二
割
と
変
化
が
な
く
、
二

〇
〇
八
年
に
増
え
て
い
る
の
は
、
鉄
骨
造
で
あ
る
。
総
床
面
積
で
比
較
す
る
と
、
木
造
、
鉄
骨

造
、
そ
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

階
数
別
に
比
較
す
る
と
、
一
九
六
八
年
に
は
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
一
階
の
面
積

は
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
割
を
切
っ
て
い
る
。
一
階
と
二
階
の
合
計
は
、
四
〇
年
前
に
は
七
割
を

占
め
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
半
分
を
少
し
越
え
る
ま
で
に
減
少
し
、
六
階
以
上
の
床
面
積

が
全
体
の
二
割
に
な
っ
て
い
る
。

構
造
と
階
数
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
現
在
建
て
ら
れ
て
い
る
建
物

は
、
地
上
か
ら
高
い
と
こ
ろ
に
多
く
の
「
床
」
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
│
四
）「
壊
れ
な
い
」
か
ら
「
揺
れ
な
い
」
へ

建
物
の
高
層
化
に
よ
り
、
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
広
い
面
積
の
床
が
揺
れ
る
。

長
い
間
、
地
震
に
対
応
す
る
方
法
は
「
耐
震
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
日
常
の
地
震
で
は
被
害
は

な
い
も
の
の
、
大
き
な
地
震
で
は
「
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
」
に
「
建
物
が
損
傷
す
る

こ
と
を
許
容
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
「
資
産
の
安
全
」
つ
ま
り
「
建
物
お
よ
び
内
容

物
の
安
全
ま
で
は
充
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
次
に
「
免
震
」
と
い

う
考
え
方
が
登
場
し
た
。
免
震
は
特
定
の
場
所
（
た
い
て
い
は
一
階
）
を
「
免
震
層
」
と
し
て
そ

こ
に
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
さ
せ
、
そ
れ
よ
り
上
の
構
造
の
揺
れ
を
低
減
さ
せ
る
と
い
う
方

法
で
あ
る
（
日
本
免
震
構
造
協
会
『
免
震
構
造
』
三
│
四
）。

「
耐
震
」
で
も
「
免
震
」
で
も
な
く
「
制
震
」
の
必
要
性
を
論
じ
た
小
堀
鐸
二
は
、
一
九
九
五

年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
に
つ
い
て
「
特
筆
さ
る
べ
き
は
、
脆
弱
な
古
い
家
屋
の
多
く
は
瞬
時
に
倒

壊
し
数
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
」
と
述
べ
た
上
で
、「
建
物
が
倒
壊
に
至
ら
な
く
て
も
」、
そ
の

中
に
あ
っ
た
家
具
、
什
器
、
テ
レ
ビ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
生
活
関
連
機
器
が
「
激
し
く
転
倒
し

移
動
し
て
損
傷
」
し
た
こ
と
、「
電
気
や
水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
停
止
が
相

つ
い
だ
」
こ
と
、
病
院
も
「
建
築
構
造
と
し
て
は
壊
れ
な
か
っ
た
」
の
に
「
激
し
い
揺
れ
で
病
院

と
し
て
の
内
部
機
能
」
を
失
な
い
、
救
急
医
療
の
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。

従
前
は
地
震
時
に
人
命
を
守
る
と
い
う
大
目
的
の
た
め
に
建
物
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
建
物
が

損
傷
し
て
も
崩
壊
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
人
命
は
守
れ
た
。
だ
が
こ
れ
が
耐
震
構
造
の
限
界
で
あ

っ
た
。
そ
の
限
界
を
越
え
て
建
物
に
発
生
す
る
激
し
い
揺
れ
を
制
御
す
る
発
想
は
全
く
な
か
っ

た
。（
小
堀
鐸
二
『
新
版

制
震
構
造
』「
新
版
の
刊
行
に
際
し
て
」）

先
に
み
た
よ
う
に
、
鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
耐
震
性
が
あ
り
、
耐
火
性
も
あ
り
、
大
正

期
以
降
現
在
ま
で
建
築
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
。「
損
傷
し
て
も
崩
壊
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
人
命

は
守
れ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
堀
は
、
そ
れ
で
は
大
き
な
地
震
に
対
し
て
は
不
十
分
で
あ

り
、「
制
震
構
造
」
が
必
要
だ
と
い
う
。

今
ま
で
の
耐
震
構
造
は
、
地
震
動
に
対
し
て
身
を
固
く
し
て
耐
え
る
剛
構
造
か
、
し
な
や
か

に
揺
れ
な
が
ら
耐
え
る
柔
構
造
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
と
も
か
く
、
ひ
た
す
ら
耐
え
忍
ぶ
受

け
身
（
パ
ッ
シ
ブ
）
の
構
造
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
制
震
構
造
は
、
建
物
を
揺
れ
な
い
よ
う

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
能
動
的
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
な
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。（
小
堀
鐸
二
『
揺
れ
を
制
す
る
』
一
九
四
）

原田 隆司：地面が揺れる（１３）



具
体
的
に
は
、
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
、
そ
れ
に
即
座
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
建
物
内
に

お
も
り

⑿

置
い
た
錘
が
移
動
し
た
り
、
筐
体
の
強
度
が
変
化
し
て
、
建
物
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
近
代
社
会
で
は
建
物
の
巨
大
化
と
並
行
し
て
、
耐
震
か
ら
免
震
そ
し
て
制
震
へ

と
、
建
物
の
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
方
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
後
に
、
日
本
地
震
学
会
の
会
長
が
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

│
地
震
学
者
と
し
て
何
を
す
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

地
震
が
き
た
ら
、
街
全
体
が
ふ
わ
っ
と
浮
き
上
が
っ
て
、
被
害
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
画
期

的
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
。
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
話
を
夢
み
た
り
し
て
い
る
。
い
ま
は
、
地

震
の
正
体
を
見
極
め
る
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
、
我
々
、
地
震
学
者
の
社
会
に
対
す
る
責
任
の

取
り
方
だ
と
思
う
。（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
八
月
一
七
日
）

地
震
の
専
門
家
が
「
街
」
を
地
面
か
ら
切
り
離
し
、
揺
れ
が
及
ば
な
い
こ
と
を
夢
想
す
る
。
高

層
の
建
物
も
、
工
夫
さ
れ
て
揺
れ
に
く
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
建
物
が
地
面
と
繋
が

っ
た
ま
ま
で
あ
る
以
上
、
揺
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
免
震
も
制
震
も
、
揺
れ
を
極
力
減
ら

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
震
の
影
響
を
完
全
に
な
く
す
た
め
に
は
、
構
造
物
を
地
面
か
ら

⒀

切
り
離
す
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

結

び

人
は
、
地
面
の
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
置
き
、
ま
た
建
て
て
き
た
。
日
本
で
は
、
石
垣
が
積

ま
れ
、
石
灯
籠
や
墓
石
が
置
か
れ
、
木
造
の
建
物
が
建
て
ら
れ
、
鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

用
い
た
構
造
物
が
地
面
の
上
に
高
く
伸
び
、
地
面
の
下
に
は
深
く
基
礎
が
組
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
私
た
ち
は
現
在
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
も
の
が
い
つ
壊
れ
る
か
予
想
で
き
な
い
時
代
か
ら
、
す
べ
て
の
も
の
は
決
し
て

壊
れ
な
い
よ
う
に
作
る
べ
き
だ
と
期
待
さ
れ
る
時
代
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
期
待
は
理
に
合
わ
な
い
。（
エ
バ
ハ
ー
ト
『
も
の
が
壊
れ
る
わ
け
』
一
一
三
）

い
っ
ぽ
う
、
そ
う
し
た
営
み
と
は
関
係
な
く
、
昔
も
今
も
、
た
び
た
び
「
常
ノ
地
震
」
は
お
き

る
し
、「
ハ
ゲ
シ
サ
言
フ
許
ナ
ク
」
と
感
じ
る
ほ
ど
の
大
き
な
地
震
も
稀
に
起
き
る
。

建
築
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

安
全
に
絶
対
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
地
震
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
た
か
が
千

年
程
度
の
伝
え
ら
れ
た
記
録
と
、
百
年
く
ら
い
の
技
術
的
蓄
積
で
、
何
万
何
十
万
年
に
一
回
と

い
う
地
震
が
、
果
し
て
ど
ん
な
形
で
発
生
す
る
の
か
な
ど
と
考
え
る
と
、
絶
対
大
丈
夫
と
い
う

こ
と
は
、
軽
々
し
く
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
よ
り
安
全
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
は
、
で
き
ま
す
。
た
だ
、
機
能
や
造
形
や
経
済
と
い
う
側
面
を
無
視
し
て
安
全
だ
け
求
め

て
も
、
そ
れ
は
建
築
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
、
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。（
神
田
順
『
耐
震
建
築

の
考
え
方
』
八
〇
）

い
っ
た
い
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
地
面
の
上
は
、
地
震
と
い
う
地
面
の
下
か
ら
伝
わ

る
揺
れ
に
対
し
て
、
昔
よ
り
も
「
大
丈
夫
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

あ
る
鉄
骨
造
の
技
術
書
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

建
築
は
、
我
々
人
間
が
安
全
・
快
適
に
生
活
を
行
う
た
め
の
、
自
然
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
空

間
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
歴
史
と
と
も
に
存
在
し
て
き
た
。（
青
木
博
文
編
著

『
構
造
設
計
の
プ
ロ
入
門

鉄
骨
造
建
築
編
』
一
）

現
代
の
建
物
の
部
屋
は
、
古
墳
時
代
の
石
室
と
同
じ
よ
う
に
、
頑
丈
に
囲
わ
れ
て
い
る
。
尤

も
、
床
や
壁
や
天
井
は
石
造
り
で
は
な
く
て
、
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
身
の
大
半
は
、
ど
こ
か
ら
か
運
ば
れ
て
砕
か
れ
た
石
や
砂
、
あ
る
い
は
一
度
用
い
ら
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れ
て
転
用
さ
れ
た
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
、
壁
、
天
井
に
囲
ま
れ
た
「
箱
」
か
ら
「
箱
」
へ
と
移
動
し

て
日
常
を
す
ご
し
て
い
る
。
地
下
の
杭
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
鉄
で
で
き
て
い
る
。
鉄
道
や
自
動

車
、
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
、
道
路
に
も
、
膨
大
な
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
鋼
鉄
な

ど
の
金
属
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
頑
丈
な
部
屋
は
、
気
密
性
も
高
く
、
空
気
も
光
も
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
風
や

雨
、
雪
、
気
温
の
変
化
な
ど
、「
自
然
界
」
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
空
調
（
空
気
調
和
）

に
よ
り
年
中
快
適
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
強
い
日
照
、
大
雨
、
豪
雪
、
強
風
な
ど
を
寄
せ
付

け
ず
、
火
事
に
も
耐
え
る
極
め
て
快
適
な
部
屋
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
屋
は
、「
機
能
や
造

形
や
経
済
」
の
制
約
に
よ
り
「
決
し
て
壊
れ
な
い
」
と
保
証
で
き
る
ほ
ど
頑
丈
に
は
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
。

総
じ
て
こ
の
頑
丈
な
部
屋
は
「
自
然
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
空
間
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
面
か
ら
離
れ
た
空
中
に
あ
る
と
は
い
え
、
地
面
と
は
繋
が
っ
た
ま
ま
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
稀
に
起
こ
る
大
き
な
地
震
の
揺
れ
は
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
に
、
高
層
の
建
物
を
揺
ら
せ
、
空
中
に
積
み
重
な
っ
た
頑
丈
で
快
適
な
部
屋
の
床
と
壁
と
天

井
を
揺
ら
せ
、
そ
の
中
に
置
い
て
い
る
も
の
を
揺
ら
せ
、
そ
こ
に
居
て
、
も
は
や
昔
の
よ
う
に
は

地
面
に
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
私�

を
揺
ら
す
の
で
あ
る
。

「
自
然
界
」
の
作
用
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
遮
断
し
て
き
た
こ
の
快
適
な
「
箱
」
に
最
後
ま
で
影
響

を
与
え
る
は
、
地
震
と
い
う
地
面
の
揺
れ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（

二
〇
一
三
年
一
月
二
〇
日
）

註⑴

中
国
の
万
里
の
長
城
は
、
主
と
し
て
四
つ
の
方
法
で
造
ら
れ
て
い
る
。
木
の
板
で
枠
を
つ
く
り
間
に

木
の
枝
や
葦
な
ど
を
加
え
た
粘
土
や
石
灰
石
を
詰
め
て
固
め
る
、
粘
土
で
干
し
煉
瓦
を
作
り
、
そ
れ
を

ま
た
粘
土
で
接
着
し
て
積
み
上
げ
る
、
焼
い
た
煉
瓦
を
積
ん
で
中
に
黄
土
を
詰
め
る
、
板
状
に
加
工
し

た
も
の
を
含
む
山
の
石
を
積
む
、
で
あ
る
（
蟹
澤
聰
史
『
石
と
人
間
の
歴
史
』
一
四
三
│
一
四
四
）。
つ

ま
り
「
万
里
の
長
城
は
『
万
里
の
石
垣
』
で
は
な
い
」（
田
淵
実
夫
『
石
垣
』
一
七
九
）。

⑵

一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
歴
史
的
建
造
物
の
被
害
と
復
旧
を
報
告
し
た
文
献
に
も
、

「
石
造
物
に
つ
い
て
は
倒
壊
し
た
も
の
を
積
直
す
と
い
う
単
純
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（
加
藤
邦
男
編
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
歴
史
的
建
造
物
』
二
三
）。
な
お
現
在
で
は
、
墓
石
に
も

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
ま
で
は
「
土
間
に
墓
石
を
建
て
る
だ
け
で
あ
っ
た
」
が
、
外
の
柵

や
カ
ロ
ー
ト
と
い
う
納
骨
堂
が
作
ら
れ
、
石
材
の
使
用
量
も
増
え
た
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基

礎
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
中
江
庸
「
墓
地
・
墓
石
の
耐
震
工
法
の
紹
介
」）。
一
九
九
五
年
の

兵
庫
県
南
部
地
震
で
関
心
が
高
ま
り
、
最
も
普
及
し
て
い
る
の
は
「
さ
お
石
と
土
台
な
ど
を
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
棒
で
つ
な
ぐ
も
の
」
で
、
関
東
の
あ
る
墓
石
店
で
は
、
複
数
の
棒
を
入
れ
る
も
の
が
新
設
の
墓

石
の
ほ
と
ん
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
さ
お
石
」
の
下
に
樹
脂
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
台
に
固

定
す
る
方
法
も
あ
り
、
実
験
で
は
「
震
度
七
の
揺
れ
で
も
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
っ
た
さ
お
石
は
倒
れ
な
か

っ
た
」
と
い
う
（『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
八
月
二
五
日
）。
二
〇
一
二
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
一
般
的
な
三
段
重
ね
の
墓
石
は
全
体
で
重
さ
が
約
一
ト
ン
あ

り
、
対
策
を
取
ら
な
い
と
震
度
四
〜
五
程
度
で
倒
れ
て
し
ま
う
と
い
う
」。
五
セ
ン
チ
四
方
の
樹
脂
の
マ

ッ
ト
を
つ
な
ぎ
目
の
四
隅
に
つ
け
る
と
「
震
度
七
程
度
に
も
耐
え
ら
れ
」
る
。
こ
う
し
た
工
法
や
部
品

へ
の
注
文
が
増
え
て
い
る
と
い
う
（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
八
月
一
三
日
）。

⑶

こ
の
引
用
は
、
塚
本
学
『
生
き
る
こ
と
の
近
世
史
│
人
命
環
境
の
歴
史
か
ら
』
二
三
四
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
い
る
。

⑷

今
日
の
木
造
建
築
工
法
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
は
「
布
基
礎
」
で
あ
る
。
逆
Ｔ
字
型
に
建
物
の
下

を
囲
む
基
礎
で
、
石
積
み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
工
法
を
経
て
、

一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
標
準
に
な
っ
た
。
現
代
で
は
、
建
物
の
範
囲
す
べ
て

を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
ベ
タ
基
礎
」
が
広
ま
っ
て
い
る
（
坂
本
功
監
修
『
日
本
の
木
造
住
宅

の
一
〇
〇
年
』
八
〇
│
八
三
）。

⑸
『
愚
子
見
記
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
岡
本
ほ
か
「
日
本
古
典
建
築
学
体
系
の
確
立
過
程
」
を
参

照
し
た
。

こ
け
ら

⑹

神
社
本
殿
の
被
害
が
少
な
い
の
は
、
総
体
に
小
規
模
・
軽
量
で
、
屋
根
が
檜
皮
葺
・
葺
等
の
軽
い
植

物
性
葺
材
で
葺
か
れ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
、
柱
足
元
が
地
覆
な
ど
で
一
体
化
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い

こ
と
、
出
入
り
が
少
な
い
単
純
な
矩
形
平
面
で
か
つ
側
面
背
面
の
三
方
が
壁
の
場
合
が
多
い
こ
と
、
立

地
が
良
好
な
こ
と
な
ど
、
そ
の
建
築
的
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
。
ま
た
、
茅
葺
の
伝
統

的
民
家
は
、
震
度
の
高
か
っ
た
地
域
で
も
比
較
的
被
害
が
軽
微
で
あ
っ
た
と
い
う
。
屋
根
が
一
体
性
の

高
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
加
藤
邦
男
編
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
歴
史
的
建
造

物
』
二
五
│
四
三
）。
な
お
、
一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
の
犠
牲
者
の
死
因
の
八
三
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
は
、「
建
物
倒
壊
に
よ
る
頭
部
損
傷
、
内
臓
損
傷
、
頸
部
損
傷
、
窒
息
・
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
等
」
で

あ
る
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
地
震
で
は
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
火
災
」
あ
り
、
二
〇
一
一
年
の
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
九
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
溺
死
」
で
あ
る
（
嶋
津
孝
之
『
建
築
防
災

│
耐
震
構
造
の
歩
み
』
一
五
、
二
八
）。
同
じ
よ
う
に
地
震
が
起
こ
っ
て
も
、
状
況
に
よ
り
、
被
害
の
内

容
は
異
な
る
。

⑺

こ
の
東
京
丸
善
の
建
物
は
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
で
、
基
礎
に
は
長
さ
が
三
・
六
メ
ー
ト
ル
か
ら

六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
直
径
一
五
か
ら
一
八
セ
ン
チ
の
松
杭
が
使
わ
れ
て
い
た
（
豊
島
光
夫
『
絵
で
見
る
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基
礎
専
科
』
下
、
七
三
六
）。

⑻

一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、
神
戸
の
中
心
部
に
お
い
て
、
戦
前
の
Ｒ
Ｃ
造
の
近
代
建
築
、

と
り
わ
け
関
東
大
震
災
以
降
に
建
て
ら
れ
た
も
の
は
、
震
災
の
被
害
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
と
い
う

（
加
藤
邦
男
編
『
阪
神
淡
路
大
震
災
と
歴
史
的
建
造
物
』
六
三
）。

⑼

現
在
で
も
、
あ
ち
こ
ち
の
城
の
石
垣
は
修
復
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

基
本
的
に
元
の
方
法
で
修
復
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
岐
阜
県
の
石
屋
さ
ん
は
、
東
海
地
方
の
掛
川
城

や
清
洲
城
の
石
垣
を
復
元
す
る
に
は
、
石
垣
だ
け
で
は
数
値
に
よ
っ
て
安
全
性
が
示
せ
な
い
た
め
許
可

が
下
り
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
語
る
。「
安
全
の
た
め
に
、
ま
ず
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
ち
ま
し
ょ
う
と
。
そ
う
し
て
お
い
て
石
を
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
役
所
が
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
石
屋
さ
ん
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
「
一
セ
ン
チ
平
方
あ
た
り
百
五
〇
キ
ロ
の
力
で
割
れ
る
が
、
花

ふ
う
か

崗
岩
が
割
れ
る
の
は
、
千
六
百
キ
ロ
で
あ
る
」
か
ら
一
〇
倍
硬
く
、「
自
然
に
花
崗
岩
が
風
化
す
る
の

は
、
大
体
表
面
が
一
ミ
リ
風
化
す
る
の
に
百
五
十
年
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
石
そ
の
も
の
は
「
永

久
だ
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
（
塩
野
米
松
『
手
業
に
学
べ
│
天
の
巻
』、
二
四
七
│
二
四
九
）。

⑽

松
の
丸
木
は
、
石
垣
の
下
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。
城
が
平
地
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
堀
か
ら

ど
う
ぎ

石
垣
が
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
堀
の
底
に
太
い
松
の
胴
木
を
敷
き
、
そ
の
胴
木
が
ず
れ
な
い
よ

う
に
短
い
松
丸
太
の
杭
を
打
っ
て
留
め
る
。
そ
し
て
、
胴
木
の
上
に
直
に
根
石
を
据
え
、
そ
こ
か
ら
石

垣
を
た
ち
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
セ
メ
ン
ト
は
一
切
つ
か
わ
な
い
」。
石
垣
が

ふ
ど
う
ち
ん
か

崩
れ
る
原
因
と
し
て
は
不
同
沈
下
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
一
番
下
に
置
か
れ
た
根
石
が
「
ま
ち
ま
ち
に

沈
下
」
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
根
石
が
胴
木
に
載
っ
て
い
れ
ば
、
石
垣
全
体
が
揃
っ
て
沈
む
の
で
、

崩
れ
る
こ
と
は
な
い
。
水
中
で
は
木
材
は
腐
る
こ
と
が
な
く
、
何
百
年
も
も
つ
と
い
う
。
特
に
松
材
は
、

「
樹
脂
が
多
く
て
水
に
強
く
、
粘
り
気
が
あ
っ
て
折
れ
に
く
い
」（
三
浦
正
幸
『
城
の
つ
く
り
方
図
典
』、

五
四
│
五
五
）。

⑾
「
日
本
の
超
高
層
ビ
ル
は
、
大
き
な
自
重
と
地
震
力
さ
ら
に
風
圧
力
を
安
全
に
合
理
的
に
支
え
る
こ
と

と
の
た
た
か
い
で
し
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会
編
『
図
説

建
築
構
造

の
な
り
た
ち
』
八
）。
高
層
の
建
物
に
と
っ
て
風
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

⑿

大
阪
市
阿
倍
野
区
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
二
〇
一
四
年
完
成
予
定
の
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
は
、
地
上

六
〇
階
、
地
下
五
階
、
高
さ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
「
超
々
高
層
建
物
」
で
あ
る
。
設
計
者
に
よ
れ
ば
、

「
多
様
な
耐
震
設
計
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
柱
の
設
計
に
お
い
て
は
高
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

高
強
度
の
鋼
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、「
設
計
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
」
の
レ
ベ
ル
一
（
約
五
〇
年
周
期

の
「
稀
に
発
生
す
る
地
震
動
）
に
つ
い
て
も
、
レ
ベ
ル
二
（
約
五
〇
〇
年
周
期
の
「
極
め
て
稀
に
発
生

す
る
地
震
動
」
に
つ
い
て
も
、
そ
ら
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
余
裕
を
も
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
第
三

に
、
上
町
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震
と
、
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
地
震
波
を
計
算

し
、
そ
れ
に
耐
え
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

各
部
分
の
構
造
を
み
る
と
、
基
礎
は
「
ベ
タ
基
礎
」
と
杭
を
併
用
し
、
両
方
で
建
物
の
荷
重
を
負
担

す
る
「
パ
イ
ル
ド
・
ラ
フ
ト
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
低
層
部
に
は
振
動
を
吸
収
す
る
「
粘
性
体
ダ
ン

パ
ー
」
と
「
回
転
摩
擦
ダ
ン
パ
ー
」
が
「
四
隅
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
配
置
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
柱

な
ど
の
軀
体
か
ら
伝
わ
る
力
を
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
樹
脂
で
受
け
て
弱
め
る
装
置
で
、
後
者
は
、
同
じ
力

を
回
転
力
に
変
換
し
、
そ
れ
を
更
に
摩
擦
力
に
変
換
し
て
し
ま
う
装
置
で
あ
る
。
中
層
部
に
は
、
上
下

に
は
自
由
に
動
き
水
平
方
向
の
力
に
は
抵
抗
す
る
「
波
型
鋼
板
耐
震
壁
」
と
、「
耐
震
ブ
レ
ー
ス
」
と
い

う
三
角
型
の
補
強
材
が
あ
り
、
二
辺
が
交
わ
る
と
こ
ろ
に
も
「
回
転
摩
擦
ダ
ン
パ
ー
」
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
高
層
に
は
柱
と
梁
が
強
力
に
接
合
さ
れ
た
「
ラ
ー
メ
ン
架
構
」
と
「
耐
震
ブ
レ
ー
ス
」
が
、

そ
の
上
の
吹
き
抜
け
に
は
「
心
棒
ダ
ン
パ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
心
棒
ダ
ン
パ
ー
は
、
高
層
部
の

軀
体
に
接
続
さ
れ
た
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
で
、
構
造
物
が
変
形
し
よ
う
と
す
る
力
を
油
圧
で
受
け
て
、
変

形
す
る
角
度
を
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
低
減
す
る
と
い
う
。（
前
野
敏
元
ほ
か
「
三
〇
〇
ⅿ
建
物
の
性
能
設

計
│
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」）。

大
別
す
れ
ば
、
パ
イ
ル
ド
・
ラ
フ
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鋼
材
、
ブ
レ
ー
ス
、
ラ
ー
メ
ン
架
構
は
耐

震
の
構
造
で
あ
り
、
ダ
ン
パ
ー
は
制
震
の
装
置
で
あ
る
。

⒀

反
対
に
、「
社
会
」
の
側
が
、
地
震
学
で
「
微
雑
動
」
と
呼
ば
れ
る
地
面
の
揺
れ
を
引
き
起
こ
し
て
も

い
る
。
海
岸
付
近
で
波
浪
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
風
や
滝
な
ど
自
然
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
交
通
機
関
、
工
場
、
土
木
工
事
な
ど
で
発
生
す
る
も
の
が
多
く
、「
市
街
地
付
近
で
は
人

工
的
微
雑
動
が
著
し
い
」。
こ
う
し
た
振
動
は
、
地
震
計
で
地
震
を
測
る
際
の
「
障
害
」
に
も
な
る
と
い

う
（
宇
津
徳
治
『
地
震
学
』
一
│
二
）。

引
用
文
献

青
木
博
文
編
著
『
構
造
設
計
の
プ
ロ
入
門
』
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
。

赤
羽
貞
幸
・
原
田
慎
太
郎
・
桑
原
夏
美
・
菅
野
真
司
「
石
灯
籠
の
破
損
か
ら
見
た
善
光
寺
地
震
（
一
八
四

七
）
の
震
動
」『
歴
史
地
震
』
二
四
、
二
〇
〇
九
年
。

秋
池

武
『
近
世
の
墓
と
石
材
流
通
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
八
月
一
七
日
。

今
谷

明
『
日
本
の
歴
史
⑨

日
本
国
王
と
土
民
』
集
英
社
、
一
九
九
二
年
。

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ェ
ラ
ン
ド
『
砂
』
林
裕
美
子
訳
、
築
地
書
館
、
二
〇
一
一
年
。

宇
津
徳
治
『
地
震
学

第
三
版
』
共
立
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

マ
ー
ク
・
Ｅ
・
エ
バ
ハ
ー
ト
『
も
の
が
壊
れ
る
わ
け
』
松
浦
俊
輔
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
年
。

大
河
直
躬
「
二
階
」『
世
界
大
百
科
事
典

改
訂
版
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
。

大
久
保
森
造
・
大
久
保
森
一
『
石
積
の
秘
法
と
そ
の
解
説

改
訂
増
補
版
』
二
〇
一
〇
年
、
理
工
図
書
。

大
崎
順
彦
『
地
震
と
建
築
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
三
年
。

太
田
陽
子
・
小
池
一
之
・
鎮
西
清
高
・
野
上
道
男
・
町
田

洋
・
松
田
時
彦
『
日
本
列
島
の
地
形
学
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。

岡
田
文
男
「
林
業
│
榑
の
生
産
と
流
通
」『
列
島
の
古
代
史
│
ひ
と
・
も
の
・
こ
と

２

暮
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と
生
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業
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

岡
本
真
理
子
・
麓

和
善
・
河
田
克
博
・
内
藤

昌
「
日
本
古
典
建
築
学
体
系
の
確
立
過
程
│
『
愚
子
見

記
』
展
開
の
意
義
」『
技
術
と
文
明

日
本
産
業
技
術
史
学
会
会
誌
』
四
巻
一
号
、
一
九
八
八
年
。

柿
崎
正
義
・
原
田

實
・
西
川
五
十
一
『
ビ
ル
解
体
工
法
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
三
年
。

加
藤
邦
男
編
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
歴
史
的
建
造
物
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
。

金
森
安
孝
「
仙
台
城
の
石
垣
│
本
丸
跡
の
石
垣
解
体
に
伴
う
発
掘
調
査
か
ら
」
峰
岸
純
夫
・
入
間
田
宣
夫

編
『
城
と
石
垣
│
そ
の
保
存
と
活
用
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。

蟹
澤
聰
史
『
石
と
人
間
の
歴
史
│
地
の
恵
み
と
文
化
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
。

『
河
北
新
報
』
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
、
一
六
日
。

神
田

順
『
耐
震
建
築
の
考
え
方
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
。

木
戸
雅
寿
『
よ
み
が
え
る
安
土
城
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

草
野
和
夫
『
近
世
民
家
の
成
立
過
程
│
遺
構
と
史
料
に
よ
る
実
証
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
五
年
。

『
建
築
統
計
年
報
』
昭
和
四
三
年
度
版
（
建
設
省
計
画
局
調
査
統
計
課
監
修
）、
平
成
二
一
年
度
版
（
国
土

交
通
省
総
合
政
策
局
情
報
安
全
・
調
査
課
建
設
統
計
室
監
修
）。

小
堀
鐸
二
『
揺
れ
を
制
す
る
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。

小
堀
鐸
二
『
新
版

制
震
構
造
』
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
口
述
、
松
田
周
次
・
曾
禰
達
蔵
筆
記
『
造
家
必
携
』（
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明

治
文
化
全
集

補
巻
三

農
工
編
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
年
、
初
出
は
一
八
八
六
年
）。

酒
井
伸
一
「
災
害
廃
棄
物
問
題
へ
の
取
り
組
み
│
三
陸
か
ら
世
界
へ
」『
科
学
』
八
二
│
四
、
二
〇
一
二
年
。

坂
本

功
（
監
修
）『
日
本
の
木
造
住
宅
の
一
〇
〇
年
』
日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
、
二
〇
〇
一
年
。

佐
藤
弘
夫
『
死
者
の
ゆ
く
え
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。

佐
原

真
「
人
は
な
ぜ
塔
を
建
て
る
か
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
高
き
を
求
め
た
昔
の
日
本
人
│
巨

大
建
造
物
を
さ
ぐ
る
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

塩
野
米
松
『
手
業
に
学
べ
│
天
の
巻
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

静
岡
県
編
『
静
岡
県
史

別
編
二

自
然
災
害
誌
』
一
九
九
六
年
。

嶋
津
孝
之
『
建
築
防
災
│
耐
震
構
造
の
歩
み
』
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。

白
石
太
一
郎
・
吉
澤

悟
「
奈
良
県
天
理
市
中
山
念
仏
寺
墓
地
の
調
査
」
白
石
太
一
郎
・
村
木
二
郎
編

『
大
和
に
お
け
る
中
・
近
世
墓
地
の
調
査
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
一
一
一
集
、
二
〇
〇

四
年
。

杉
村
義
弘
『
建
築
杭
基
礎
雑
考
』
総
合
土
木
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
。

瀧
山

養
・
守
田
久
盛
「
東
京
駅
を
中
心
と
し
た
鉄
道
建
設
・
改
良
の
変
遷
」
島
秀
雄
編
『
東
京
駅
誕
生

│
お
雇
い
外
国
人
バ
ル
ツ
ァ
ー
の
論
文
発
見
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
。

田
淵
実
夫
『
石
垣
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
年
。

田
村
浩
一
・
近
藤
時
夫
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
歴
史
』
山
海
堂
、
一
九
八
四
年
。

田
村
善
次
郎
・
Ｔ
Ｅ
Ｍ
研
究
所
『
棚
田
の
謎
│
千
枚
田
は
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
』
Ｏ
Ｍ
出
版
、
二
〇
〇

三
年
。

地
盤
工
学
会
『
地
盤
工
学
入
門
』
二
〇
〇
〇
年
。

地
盤
工
学
会
『
事
例
で
学
ぶ
地
質
の
話
│
地
盤
工
学
技
術
者
の
た
め
の
地
質
入
門
』
二
〇
〇
五
年
。

地
盤
工
学
会
『
わ
か
り
や
す
い
構
造
物
基
礎
』
二
〇
〇
九
年
。

塚
本

学
『
生
き
る
こ
と
の
中
世
史
│
人
命
環
境
の
歴
史
か
ら
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
。

豊
島
光
夫
『
絵
で
み
る
基
礎
専
科
』
上
・
下
、
建
設
資
材
研
究
会
、
一
九
七
七
年
。

中
江

庸
「
墓
地
・
墓
石
の
耐
震
工
法
の
紹
介
」『
お
墓
と
地
震
と
地
盤
』
日
本
石
材
産
業
協
会
、
二
〇
〇

六
年
。

西
林
新
蔵
・
小
柳

洽
・
渡
邉
史
夫
・
宮
川
豊
章
編
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
朝
倉
書
店
、

二
〇
〇
九
年
。

日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会
編
『
図
説

建
築
構
造
の
な
り
た
ち
』
彰
国
社
、
一
九
九
八
年
。

日
本
免
震
構
造
協
会
編
『
免
震
構
造
│
部
材
の
基
本
か
ら
設
計
・
施
工
ま
で
』
オ
ー
ム
社
、
二
〇
一
〇
年
。

原

眞
『
改
訂

砕
石
』
技
術
書
院
、
一
九
七
五
年
。

原
田

実
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
解
体
と
再
生
』
山
海
堂
、
一
九
九
八
年
。

藤
森
照
信
『
日
本
の
近
代
建
築
』
上
・
下
、
岩
波
新
書
、
一
九
九
三
年
。

『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
八
月
一
三
日
。

前
野
敏
元
・
平
川
恭
章
・
佐
分
利
和
宏
「
三
〇
〇
ⅿ
建
物
の
性
能
設
計
│
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
日
本
建
築

総
合
試
験
所
『
Ｇ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
』
三
七
│
二
、
二
〇
一
二
年
。

町
田

洋
・
小
島
圭
二
編
『
自
然
の
猛
威
（
日
本
の
自
然
８
）』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
。

町
田

洋
・
新
井
房
夫
・
森
脇

広
『
基
礎
の
考
古
学
│
改
訂
新
版

地
層
の
知
識

第
四
紀
を
さ
ぐ
る
』

東
京
美
術
、
二
〇
〇
〇
年
。

三
浦
武
亜
「
気
象
庁
震
度
の
変
遷
│
明
治
一
七
年
以
降
」『
測
候
時
報
』
三
一
│
六
、
一
九
六
四
年
。

三
浦
正
幸
『
城
の
つ
く
り
方
図
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
。

源

愛
日
児
『
木
造
軸
組
構
法
の
近
代
化
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

宮
澤
智
士
「
近
世
民
家
の
地
域
的
特
色
」
永
原
慶
二
・
山
口
啓
二
編
『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会
史

七

建
築
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
。

村
松
貞
治
郎
『
日
本
近
代
建
築
の
歴
史
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
（
初
出
は
、
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
七
七
年
）。

守
田
久
盛
・
高
島

通
『
続

鉄
道
路
線
変
せ
ん
史
探
訪
│
真
実
と
ロ
マ
ン
を
求
め
て
』
集
文
社
、
一
九

七
九
年
。

盛
本
昌
広
『
草
と
木
が
語
る
日
本
の
中
世
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

文
部
省
震
災
予
防
評
議
会
『
増
訂

大
日
本
地
震
史
料
』
全
三
巻
、
一
九
四
一
│
一
九
四
三
年
。

米
倉
伸
之
・
貝
塚
爽
平
・
野
上
道
男
・
鎮
西
清
高
編
『
日
本
の
地
形
Ⅰ

総
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
一
年
。

『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
八
月
二
五
日
。

原田 隆司：地面が揺れる（１７）



How we have put and constructed materials on

soft ground of the Japanese Archipelago :

A Sociological Study of the Earthquake（3）

HARADA Takashi

Abstract : This is the third part of a research project on a sociological study of the earthquake. In this paper, I

have focused on the materials we have put or constructed on soft ground of Japanese archipelago.

Over millions of years the Japanese Archipelago has been transformed by earthquakes, tsunamis, volcanic

eruptions and other earth movements, and it is against this backdrop that our ancestors developed their social

and cultural traditions.

We have used stones to make walls for small rice fields of mountainous area, and then for castles in medie-

val period. We also have put huge number of stone monuments in local graveyards since the end of the medie-

val period.

In Japan we have been building houses and buildings using timbers for long time. Almost all of them were

one story. Then, in twentieth century, we constructed multi story buildings using steel and reinforced concrete.

Of course, some tactics were used in building timber houses for not destructed by intense ground shaking

caused by earthquakes, but it is since the beginning of twentieth century that we introduced and invented

quake-resistant devices. These seismic resistant buildings were followed by those of base isolation and seismic-

controlled buildings.

Today we live in ‘quake-resistant’ buildings. This means that we live on floors above ground and we are

shaken by earthquakes and suffer severe damages.

So it is possible to say that modern culture had changed earthquakes and tsunamis which were primarily

natural phenomena into social disasters.
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